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オクテ女子ですが、イケメンＣＥＯに仕事も恋も導かれてます
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プロローグ












「あ！　昨日から新作のメニューが始まっている！」

　お気に入りのカフェの、お気に入りの場所。そこで開くメニューに真新しいページを見つけて、樹里じゅりは思わずにんまりと表情を緩める。

　学生時代から続けていた、「お一人様カフェ巡り」。その時からお気に入りだったこのカフェで過ごす時間は、今年で社会人三年目を迎える真田さなだ樹里にとって、貴重な時間だった。

　たまたま会社の近くにあるこのカフェに、週二、いや週三のペースで仕事帰りに寄っている樹里だったが、月末の事務処理業務の関係で、ここ一週間は一度も足を運んでいなかったのだ。だから期間限定とはいえ、新しいメニューに出会えたことは幸運以外の何物でもない。

　大通りから少し入った場所にあるこのカフェは、複数のイケメン店員の存在とおしゃれなインテリアが売りのいわゆるイマドキのカフェで、タウン誌にもとりあげられたことがある。

　ＳＮＳでも写真がたくさん投稿されていて、休日ともなれば入店までに一時間待ちなんてこともザラだ。







＃イケメン店員、最高！

＃お洒落な空間で癒されなう

＃女子会にもオススメな素敵カフェ








　そんなハッシュタグとともに拡散されるカフェの写真に惹かれ、このカフェにはいつも人が溢れていた。

　しかし、樹里にとってはそんなハッシュタグも、店が人で溢れることも、イケメンもＳＮＳ映えも正直どうでも良かった。そんなことよりも、樹里にとってはこのカフェで提供される食事、いわゆる「カフェ飯」が重要だったからだ。

　というのも、樹里の「お一人様かカフェ巡り」の真の目的は、そのカフェオリジナルの「カフェ飯」を楽しむこと。その上で、自分でもあれこれ妄想しながら「カフェ飯」を作ることだった。

　残念ながら年頃なのに恋人もいない樹里がその腕前を披露するのは家族の前だけだったが、誰かに食べさせることが目的なのではなくて、あくまでも美味しいカフェ飯の再現や、妄想オリジナルメニューの開発が、樹里の楽しみであり、好きだった。

　それ故、そんな樹里を見てきた学生時代の友人たちは、「いっそのこと自分でカフェを経営したら？」と助言してくれたこともある。

　しかし、どんなにメニューを想像するのが好きでも、それを何かの武器にしたり、皆の先頭に立ったりするのは苦手なのだった。そんな自分が経営者に向かないことくらい、樹里自身が一番わかっていた。

　だからこそ、樹里は今の就職先――カフェ経営などを手掛けるマーケティングリサーチ会社を選んだ。「表に立って経営を推し進める人」に自分は向いていなくても、少しでもカフェ経営という世界に関係しながら、そんな人たちを陰で支える仕事はできる。そう思って、今の会社に就職した際、総務課を希望したのだった。

　――そんな「カフェ巡り＝生きがい」となりつつある樹里が、いくら会社に近いからと言ってこのカフェに通うのには理由がある。

　それは、このカフェのメニューに対する考え方に何となく惹かれるものがあるからだった。

　期間限定のメニューを出してくるのはどこのカフェも一緒かもしれないが、ここのカフェは、お客からの意見を募集して取り入れたり、近くの農家とわざわざ契約して新鮮な食材を使ったりと、メニュー一つ生み出すにしても様々な方法を取り入れている。

　卒業を間近に控えた学生時代に、樹里もメニュー開発の意見を出したことがあった。その時はたまたまそれが取り入れられて、期間限定のメニューとしてカフェで出されたのだ。自分が考えたメニューをたくさんの人が笑顔で食べてくれる――その時はあまりに嬉しくて、週五のペースでこのカフェに通った記憶のある樹里だった。

　そうやって、いろいろな方法でメニューの活性化をしてもらえるのは客としてはとても有難いし、自分では手に入りにくい食材や、簡単に思いつかないような食材の組み合わせでできあがったメニューを見ると、感心を通り越して尊敬してしまうこともある。

「ふんふん、新しいメニューは季節の野菜とフルーツを使ったキッシュね。へえ……彩りも綺麗だし、写真で見ただけでも美味しそう」

　メニューを見つめながら、樹里はにんまりと笑みを浮かべて呟く。

　とりあえずこれは絶対に頼むとして、これ、家でも作れるかなあ。あ、そうだ。忘れないうちに記録ノートを出しておかないと。

　学生時代からのカフェ巡りに欠かせないものは、健康な身体と情熱、そして食べたものを記録するこの専用ノート。ＳＮＳを自分ではやらない樹里にとって、記録したノートとスマホで撮影した写真は大切な宝物だ。

「キッシュは色んなお店でも出てきたけれど、野菜とフルーツがコラボしたのは初めてかもしれないなあ。楽しみだなあ」

　数年間事細かく書き記してきたノートをぱらぱらとめくりながら、樹里は注文したキッシュと飲み物が届くのをソワソワとしながら待っていた。

　と、その時だった。

「えー！　今日で辞めちゃうんですか!?」

「ショックー！」

　カフェの一角、奥にあるカウンター席あたりから女性たちの黄色い声があがった。

　平日で夕食時からは少し過ぎたこの時間、酒類の提供もないカフェの店内はさすがに客もまばら。よく見れば、客はその女性客二人と樹里しかいなかった。

　一体何事かと樹里が様子を見守っていると、すぐに事情は判明した。

　どうやらこのカフェで働く噂のイケメン店員の一人が、今日で退職するようだ。女性客たちはその店員のファンのようで、テーブル席ではなく、わざわざカウンター席で店員が作業する姿を見ながら、最終日の接客を名残惜しんでいるらしい。

「辞めたらどうするんですか？　あ、これどうぞ！」

「またどこか他の店に行けば会えますか？　あ、連絡先、教えてくださいよー！」

　小さな花束まで用意し、執拗に連絡先交換を持ち掛ける。女性たちは何とかしてその店員と繋がりを持ちたいように見えるものの、店員は笑顔で上手くそれを躱していた。

　――ふーん、あの人辞めるんだ。

　特に「イケメン」には興味がないものの、通っている店に比較的長くいる店員が辞めるというのには少し寂しさを感じる樹里だ。

　ただ、その店員とは「お待たせしました」「どうも」以外、ほとんど会話をした記憶がない。

　他の女性客には笑顔で接することが多かったかもしれないが、少なくとも樹里は、特別に彼に愛嬌があるとは思った記憶がない。

　とはいえ、一度、何かの期間限定メニューが出た際に、「いかがでしたか？」と、わざわざ席まで聞きに来たことがあった。

　その時は「美味しいです」と素直に答えたものの、それ以上会話は発展せず、彼との会話はそれで終了だった。

　樹里の意見が採用されたメニューが出た時も、その時の担当店員は別の店員だったので、やはりそこでも会話をした記憶はない。

　そのため、彼が「今日で最後の出勤」と分かったとしても、他の女性客のように特別に騒ぎ立てることもないし、今後の繋がりを求める気にもならない。

　と、そんな中。

「お待たせしました。季節の野菜とフルーツのキッシュと、ブレンドコーヒーでございます」

　女性客たちから逃れるための口実なのか、そのイケメン店員がわざわざ、樹里が頼んだ品を運んできた。

「……」

　店員は、カフェの制服をスタイリッシュに着こなして、整った顔立ちに柔らかな笑みを浮かべている。こうして近くでよく見れば、下手なモデルよりも容姿端麗。背も、樹里より二十センチ以上は高いんじゃないだろうか。それに加えて程よく低音だけれど甘い声――そりゃ、夢中になる子もいるかもな。樹里は彼が料理をテーブルに置くのを見ながらそんなことを思う。

「あの……今日で辞められるんですか？」

「え？　ああ、はい」

「寂しくなりますね。もっとお話できればよかった。今までありがとうございます」

「……いえ、こちらこそ」

　興味は特になかったとしても、一応最後と聞いてしまったので、樹里は上辺だけの挨拶を口にする。

　そんな樹里に店員は一瞬驚いた表情をするも、すぐに笑みを浮かべて一礼をし、テーブルから去っていった。相変わらず、特に会話が発展することもなく、彼との最後の会話は終了した。

　――最後の最後まで、何だかよく分からない人。でも、もう二度と会うこともないだろうし。

　とにかく、常連のよしみで最低限挨拶だけはしておいたから、ヨシ。樹里は、そういえば名前も良く知らないままだった彼の事はもうおいておき、温かいうちに噂のキッシュを味わうことにしたのだった。
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　それから三日後のこと。

　樹里が自分の部署に出社するやいなや、同僚が「真田さん、おめでとう！」と駆けよって来た。

「おめでとう？　あの、私、誕生日は再来月なんですけど……」

　いやそれよりも、これまで誕生日に祝われた事なんてあったっけ？　樹里が思わず首を傾げるも、

「違うわよ！　ね、早くインフォメーション見て！」

「え？　ええ、はい……」

　何が何やら分からないまま、樹里は急かされるままにパソコンを立ち上げ、会社のシステムにログイン。そして、全社員共通のインフォメーションページを開く。

　するとそこには「人事異動」という項目があり――

「ええと……？　総務部総務課　真田樹里　本日付で事業開発室への異動を命ず……？　え、私？　事業……ええ?!」

　樹里はそこに書かれている自分自身の人事異動命令を見て思わず叫んだ。

　というのも、樹里が異動を命じられた「事業開発室」というのは、この会社の新ＣＥＯ肝煎りの部署ということで有名なのだ。そこに異動するということは、現在、社運を賭け新たなカフェ立ち上げプロジェクトが動いているが、その担当を任されるということになるはずだ。「上を目指す」社員的には、非常に名誉なことなのだけれども。そう、「上を目指す」社員には。でも――

「すごいじゃない！　真田さん、やったね！」

「総務課から事業開発室なんて、なかなか希望してもいけないわよ！」

　同僚たちは口々にそんなことをいうものの、当の樹里にしてみれば不安しかない。

　そもそも、自ら前に出るタイプではない樹里が社運を賭けたプロジェクトの担当なんて、ミスマッチだ。

「あ、もしかしたら、事業開発室の庶務担当かも……」

　どんな部署にも、事務担当者は必ず配置されるはず。そうだ、自分はそこに配属かもしれない。若干の希望を見出す樹里だったものの、

「真田さん、すごいね！　君、プロジェクトの担当者として異動になるって聞いたよ」

　と、直属の「元」上司からも笑顔でそんな声を掛けられ、樹里の僅かな希望は砕け散った。

「あ、あの！　私、異動の事なんて聞いていないんですけど！」

「あれ？　そうだったっけ。僕はてっきり言ったつもりで……メールは送ったんだけど」

「ええ!?」

「まあ、今回の辞令自体が急だったから。ほら、先日ＣＥＯが代替わりしただろう？　人事異動に加えて一部組織の変更もあったから、そちらの処理に追われていて。真田さんもそうだっただろう？」

「はい。私は、新しくできる部署に必要な備品等の準備や、組織変更に伴う社外的な書類の変更等を担当していましたけど……」

　確かにここ数日はそれらの業務に追われていたので、会社のシステムをゆっくりチェックしている時間はなかった。なので、上司からのメールを見逃してしまったのかもしれない。そもそも、まさか自分の人事異動なんて夢にも思っていなかったので、そんなメールが来るなどとは頭の片隅にもなかった樹里だった。

　そんな樹里に元上司はもう一度「いや、ちゃんと話せばよかったのに、済まなかったね、真田さん」と謝る。

「いえ、私もちゃんとメールを確認しなかったのが悪いので……あの、今さらですけど、間違いではないんですよね？　同じ苗字の別の人と、私、間違えられているとか……」

「それはないな。ほら、しっかり書類にも書いてあるよ。総務課、真田樹里って」

　元上司はそう言って、樹里に異動に関する書類を見せてくれた。確かに、樹里の名前が書いてあった。

　――何で私なの？　何なの？　何で、ああ、もう何なの！

　上司に話があった段階ですぐに話をしてくれていたのなら、異動をしたくないという話し合いもできたかもしれない。でも全社員に異動に関して配信された後ではそれも難しいだろう。

　異動は正直言って荷が重かった。でも、今すぐこの会社を辞める勇気のない樹里には、この異動命令に従うしかないのだ。

　とはいえ、「なぜ」「どうして」は消えることもなく――樹里は不満と不安を胸にぎゅうぎゅうに詰め込んだまま、新たな部署へと向かったのだった。










「……はあ、広いなあ。総務課があった事務フロアとは雰囲気も違う」

　樹里が今までいたのは、オフィスビルの二階にある総務課。新しい部署は、同じビルの五階。しかもワンフロアが全て「事業開発室」となっている。

　忙しそうに動いている人、電話を次々に取り次ぐ人、ミーティングブースで会議をしている人。机に座って黙々と作業をしている人を見つけるのが難しいくらい、今までいた部署よりも動的な部署に見えた。その中に自分も混じるというのが、樹里はどうしてもイメージができない。

「……帰りたいなあ」

　思わず、そんな弱音も口から飛び出す始末だ。しかしそれができないのも分かっているので、

「あのう、今日から事業開発室に配属になる、真田樹里です。私の机はどこでしょうか……」

　とりあえず、自分の席につこう。そして、上司に挨拶をして、一体何がどうなってこんな人事になったのか聞いてみよう。樹里は部署の入口付近に座っていた、恐らく事務担当であろう社員に声をかけた。すると、

「あ、貴女が真田さんね！　私は事業開発室の事務を担当している、谷中やなか真弓まゆみです。ええと、先程秘書課より、真田さんに連絡がありました」

「秘書課ですか？」

「ええ。すぐにＣＥＯ執務室に来て欲しいとのことです。ＣＥＯからそう言われたと、秘書から」

「しっ……ＣＥＯっ!?」

　真弓からの伝言に、樹里は思わず言葉を詰まらせる。

　入社して三年経つものの、これまでＣＥＯ執務室に呼ばれたことなど一度もない。

　そもそも、ＣＥＯと直接話したことなど一度もない。それは一般社員だから仕方がないのだけれど、ＣＥＯは先日、先代から今の新しいＣＥＯに変わったばかりであり、今日あたり社内インフォメーションに社員向けの紹介記事が配信されるという話を耳にしていたくらいだったので、ろくに知らない。

　どうしよう、名前もろくに知らない。チェックもしてこなかったし、別人が出てきても多分分からないかも――樹里は余計に混乱してしまった。しかし、来いと言われた以上は行かねばならない。

　ああ、どうしてここに来る前にＣＥＯの名前くらいチェックしてこなかったのか。ここはＣＥＯ肝いりの部署だって言われていたのに！

「ああ……だから私、絶対に向いてないよ」

　これでは先が相当思いやられる。樹里はため息を吐きながら、最上階にあるというＣＥＯ執務室に向かったのだった。










　ＣＥＯ執務室がある最上階。入社してから片手で数える程しか来たことがない場所だ。

　それも今までは、せいぜい執務室手前の秘書課どまり。そこに、他部署から依頼のあった急ぎの決裁書類を届けに来た程度で、自らＣＥＯにそれを手渡したことなどない。だいたい、普通はどんな会社だって、役職もない一般社員が、そう頻繁にＣＥＯに会えるような環境はないだろう。

　まあ、樹里に関しては新しく変わったばかりのＣＥＯの顔も名前もよく知らないので、たとえ社内のどこかですれ違ったとしてもわからないのだが。

　と、程なくしてエレベーターは最上階の八階に着いた。

　フロアプレートには「ＣＥＯ執務室」「秘書課」のみの表記。当然、フロア自体もシーンと静まり返っている。

　階下のフロアとは違う、厚みのある絨毯の敷き詰められた廊下を進んでいくと、まずは秘書課のプレートが見えた。

　ちょうどドアが開いていたので少しだけ中を覗いてみると、一番奥のデスクに秘書課長が座っていた。その他のデスクには、ほぼ人がいない。恐らく、ＣＥＯ以外の役員付の秘書として役員とともに外出している人もいるのだろう。

　中にはデスクで事務作業をしている人もいるが、どの人も無駄口などせずテキパキと作業を進めているのが印象的だった。

　樹里がこれまでいた総務課とは、雰囲気が違う。

　――まあ、私は秘書課に配属されたわけじゃないから別にいいけど、部署によって雰囲気って全然違うんだなあ。

　樹里はこっそりとそんなことを思う。

「……えっと、誰かに一応声をかけた方がいいのかな」

　とりあえず、このまま黙ってＣＥＯ執務室に行くというわけにもいかないので、樹里は誰か手が空いていそうな人を探す。が、

「秘書課に何か御用ですか？」

　樹里が声をかけるよりも早く、逆に声を掛けられてしまった。

　席を外していた秘書課員が戻ってきたようだ。確かに、部屋の入口で中を覗き込んできょろきょろしている人物を、不審に思うのも仕方がない。

「あっあのっ、私、ＣＥＯ執務室に来るように言われましてっ……」

「……ああ、あなたが真田さんね。私が伝言をしました。勝呂すぐろＣＥＯの秘書をしております、森島さやかです」

　すると。その秘書課員は樹里にそう告げると、笑みを浮かべる。

　――なんて、綺麗な人なんだろう。

　同性ではあるものの、樹里がさやかに抱いた第一印象がそれだった。

　年齢は樹里よりも少しだけ上だろうか。「ショートカットが似合う人は美人」。そんな噂を証明するかのような、クールビューティーがそこにいた。

　黒いパンツスーツを着こなし、職業柄薄化粧にしているはずなのに、まるでどこかの女優かモデルのように華やかで整った顔立ちをしていた。

　そういえば、噂で聞いたことがある。秘書課にとんでもない美人がいて、社内でも彼女に憧れている人が多いということを。それなのに、彼女は誰からの誘いも断っていると。

　美人で仕事もできて、そして簡単には異性に靡かない。まさに「高嶺の花」とも囁かれている美女の噂を。

　元々恋愛関係には全く興味がない樹里だったので、そんな噂を耳にしたところで聞き流してはいたものの、改めてこうしてその美女と対面してみると、「なるほどな」と納得させられてしまう。

「……あの、私の顔に何か？」

　樹里があまりにもさやかの顔を見つめるので、さやかが怪訝そうに尋ねてくる。

「い、いえ！　すみません！」

　まさか見とれていました、とは言えないので、樹里は慌てて謝った。そして、

「あの、ＣＥＯは……」

「執務室です。どうぞ、ご案内します」

　さやかはそう言ってさっさとＣＥＯ執務室へと歩き出す。樹里はその後を追う。

　秘書課から数メートル先、廊下の突き当りを左手に曲がった行き止まり。重厚そうな木製の扉には、ＣＥＯ執務室のルームプレートがあった。

　どうやらその中にＣＥＯがいるらしい。

　さやかは樹里にその場で待つように指示をし、まずはドアをノックして中に入った。

　そして程なくして出てくると、

「真田さん、中へどうぞ。お帰りの際は秘書課に声をかけてください」

　樹里にそう言い残して、さっさと秘書課へと戻っていってしまった。

「ど、どうぞって言われても……」

　ＣＥＯの目当ては樹里なので、さやかの行動は当然と言っては当然のものなのだけれど、こういうことに慣れていない樹里にとっては戸惑いしかない。

　でも、ＣＥＯを待たせるわけにはいかない。樹里は一度だけ大きく深呼吸をすると、意を決しドアをノックする。そして、

「し、失礼します。本日付で事業開発室に異動を拝命しました、真田樹里です」

　室内に入ってすぐ、そう言って深々と頭を下げた。

　すると、そんな樹里に「ああ、やっと来た。待ってたよ」と声がかかる。

　樹里が頭を上げ声のする方に目をやると、部屋のデスクに寄りかかるように、男性が立っていた。

　それは樹里が思っていたよりも随分と若い男性だった。樹里よりも少し年上、そう、先程のさやかと同じか、少しだけ上だろうか。

　細身のスーツをスタイリッシュに着こなし、思わず目を奪われる端正な顔立ち。そして少しだけ低く、甘い声。新ＣＥＯというので勝手に年配の男性を想像していた樹里は、さきほどのさやかにしたのと同様に、思わずＣＥＯをじっと見つめてしまう。

　するとそんな樹里に対し、ＣＥＯはゆっくりと歩み寄ってきた。そして樹里に対して左手を差し出す。

「え？」

　――これは、何だろう。握手、しようってことかな？

　恐らくそうなのかもしれないけれど、肩書ある人からこんな扱いを受けたことがない、いや、初対面の挨拶で握手を交わすようなタイプの友人はいない樹里が戸惑っていると、ＣＥＯはそんな樹里の手を自分から掴み「よろしく」とほほ笑む。そして、

「やっと、また会えた。これで寂しくないし、もっと話もできるよな？」

　と言った。






　――また会えた？　寂しくない？　一体何のこと？






　また、というのは一度会ったことがある人に対して使う言葉だ。でも――樹里は、少しだけ困惑する。しかし目の前で微笑むその顔をじっと見つめているうちに、徐々に「ある記憶」が蘇ってくる。

　そう、それは三日前。行きつけのカフェで、その日限りで退職する店員と交わした会話だった。






『寂しくなりますね。もっとお話できればよかった。今までありがとうございます』






　そう言って、その店員と最後の挨拶をした樹里。

　ファンが付くような、イケメン店員だった彼。樹里は大して興味もなかったし、常連として形式だけの挨拶をしたつもりだったけれど――よく見ると、その彼と目の前のＣＥＯは似ている。

　いや、カフェにいた時に比べ服装も髪型もきちんとしているからわかりづらいけれど、顔のベースは同じ。つまり、あの彼が今、目の前に。

「ＣＥＯの勝呂澪みおです。これからよろしく、真田樹里さん」

　澪はそう言うと、再び樹里に微笑みかける。

　――これは、どういうこと？　一体何がどうなってこうなったの？

　実は夢だった、ならば楽だけれど、樹里の手にはしっかりと澪との握手の感覚があるし、目の前には澪の笑顔。

　間違いなくこれは、現在進行形で起こっている出来事のようだ。

　樹里は状況をすぐには整理することができず、澪と握手をしたまま固まってしまったのだった。

















第二章












「親父から会社を継ぐ何年も前から、自分でも市場調査はいろいろとしていたんだ。今力を入れているカフェ経営に関しては特にね。あのカフェで働いていたのも、その一環だったわけ」

「……そうだったんですか」

「真田さんは、あそこの常連だったよね。カフェ飯メニューの企画にも参加してくれていたし」

「あ、あれはたまたま……！」

　――それから、五分後。とりあえず応接ソファに座り少し落ち着いてきた樹里に、澪が笑顔で話しかける。

　澪はやはり、三日前に退職をしたあのカフェの店員だった。

　てっきりただのイケメン店員だと思っていたけれど、実は市場調査のために働いていたＣＥＯだったとは。先程よりは少し落ち着いたものの、聞けば聞くほど澪には驚かされる。






「俺が今力を入れているプロジェクトの話は知っている？」

「は、はい。事業開発室を立ち上げて、新規カフェのオープンを目指しているって……」

「そう。そのプロジェクトに、是非真田さんの力を借りたいと思っているんだ」

「ど、どうして私の？　あの、失礼ですがもっと適任の方がいると思うのですが……それに私、今まで総務課で事務を……」

　澪の問いかけに、樹里は最後の方はぼそぼそと答える。

　そう、確かに樹里は三度の飯よりカフェが好きだし、恋愛＜カフェなのは否めない。

　しかし、だからといっていきなりカフェオープンに携わる前衛的な部署で働くというのは訳が違う。

　人には、適材適所がある。樹里は、カフェは好きだけれども、直接そういった経営に関わるのではなく、あくまでも裏方、いわゆる縁の下の力持ちとして携わりたいと思って、事務職としてこの会社に入社したのだ。実際、会社の総務課員として、働く人々を支えてきた。

　昔から、自主的に何かを行い人を引っ張っていくタイプではない樹里だ。どちらかといえば、言われたことを言われた通りに正確にやる方が得意なのである。

　そんな樹里にやはり事業開発室の仕事は――樹里はそう思っているのだが、

「そうかな？　俺は真田さんにはピッタリの仕事だと思うんだけど」

　一体どんな根拠があるのか分からないが、澪はそう言って譲らない。

　しかも、

「それに、安心してよ。俺と一緒に行動するうちに、いろいろ覚えることもできると思うよ」

「い、一緒に!?　私がですか?!」

「そう。だから心配いらない。とにかく真田さんは、真田さ……ああ、何かまどろっこしいな、面倒くさいから、下の名前で呼んでもいいかな」

「下の名前？」

「そう。とにかく、樹里は樹里の思う通りに、俺にいろいろ意見を言って欲しい」

　澪はそう言って、樹里に笑顔を見せる。

「っ……」

　よりにもよって、呼び捨てだった。家族以外の異性に「樹里」と呼び捨てにされたのが初めての樹里は、慣れない呼ばれ方に思わず頬を赤らめる。しかし澪はそんなことは全く気にしない素振りで、「俺の事も名前で呼んでいいよ。めんどくさいでしょ？　ＣＥＯとか」と樹里に提案する。

「し、ＣＥＯはＣＥＯなので、さすがにそれは……」

「そういう遠慮はいらないから。それより、さっそく今日の午後から一緒に行動してもらおうと思っているから、よろしく。詳細は後で森島に連絡させるから」

「は、はい……」

　と、そこで内線電話が。どうやら澪への来客を告げる電話らしい。

　樹里は「失礼します」と席を立ち、部屋から出た。そして秘書課受付に部署に戻る旨を伝え、エレベーターへと乗り込む。

　エレベーターで部署に戻るまでの間、一度は少し落ち着いていたはずの樹里の頭が再び混乱しはじめる。

　そして、驚くほど胸がトクトクと小刻みに鼓動しているのを感じていた。

　――こんな偶然ってある？　それに、私に本当にできるのかしら。

　驚き三割、不安七割というところだろうか。

　あのイケメンカフェ店員が澪だった、ということに驚いたのもあるけれど、むしろ今は、その澪と一緒に組んで新規カフェオープンのプロジェクトに携わるという大役を仰せつかったことに、不安を感じている方が大きい。

　先程の話だと、澪はどうやら学生時代の頃から、市場調査を自主的に行っていたらしい。恐らく、自分で考え、企画して、実行して結果を出す。そういうのが好きで、苦にならない人なのだろう。

　しかし樹里は、いわゆるただのカフェ好きな女子。そりゃあ、カフェ巡りや自作カフェ飯づくりは好きだけれど、それはあくまで趣味の範囲の話。仕事になるかどうかは難しいところだ。

　それに、澪は樹里とはあのカフェで何度も顔を合わせているけれど、それほど深くかかわってはこなかった。それなのに一体、樹里のどういった面を見て「ピッタリの仕事」と思ったのだろう。

　樹里をわざわざ部署異動させたということは、樹里がこの会社の総務課で事務職をしていることを知っていて、事業開発室に異動させたことになる。ただのカフェ好き事務員を、事業開発室という、自分の肝いりの事業開発室という精鋭部隊へだ。

　正直、理解に苦しむ。

「ああ……でも、午後から一緒に行動するんだよなあ。準備しないと、って、準備ってそもそも何をしたらいいんだろう」

　樹里の場合は、スタートラインどころか、スタートラインに向かうための入口をくぐるところから始まるのだ。

　樹里は大きなため息をつくと、重い足取りでエレベーターを降り、事業開発室へと戻るのだった。










　部署に戻った樹里の午前中は、あっという間に過ぎていった。

　まず部署に戻ったとたん、室長から皆に紹介をされる。そして朝も少し話した庶務担当の真弓から諸々の説明を受け、一息ついたところでさやかから連絡が。

「午後一時に車を手配していますので、五分前までにはエントランスにお願いします」

「は、はい！」

「それから……明日からで構いませんので、服装はもう少しビジネスシーンに寄せたものでお願いします。しばらくは勝呂ＣＥＯが同行しますので、その部分はよろしくお願いします」

「は、はい……」

　と、午後の連絡とそんなアドバイスも受ける。

　これまでの樹里は総務課内で業務を行うことがほとんどだったので、一応はオフィスカジュアルを意識してはいても、どこかラフな格好をしていた。

　実際今日も、編み上げのゆったりしたニットに、Ａラインのふんわりとしたスカートを穿いていた。

　柄物でもないし色合いもパステルカラーで淡い印象なので総務課の中では浮かないものの、確かにこの服装でＣＥＯに同行して業者と打ち合わせ等を行うのには違和感を覚える。

　今日のこの事業開発室の中でも、若干浮いていた。救いなのは、真弓は樹里に少し似た、ニットにチノパン姿だったことだろうか。ただ、真弓は社外に出ることはほとんどないので、やはり樹里とは事情が違う。

　そんな樹里の頭の中に、今朝会ったさやかの清潔感溢れるスーツ姿がふわりと浮かんだ。きっとあれが理想だし、ああなるべきなのだろう。

「……スーツ、こっちにあったかなあ。仕事終わったら、実家にとりにいくか。お母さんに出しといてもらうように電話しておこう。靴は、買わなきゃ、かなあ……」

　給料日前だから、少しお財布にも厳しいなあ、と樹里は大きなため息をつきながら、休憩時間に実家へと連絡を入れる。そして、真弓にいろいろと助けてもらいながら、事業開発室の現在の業務についての書類に目を通し、自分なりにいろいろとまとめるなどしてアポイントの時間までやりすごしたのだった。










「……本日からこちらの案件をともに担当します、真田です」

「さ、真田樹里と申します。宜しくお願いいたします！」

　約束通り午後一時にエントランスにやってきた澪専用の社用車に乗り込んだ樹里は、澪とともに、本日のアポイント先であるスポンサー企業へ赴いた。

　そしてそこの担当者に挨拶し、そのまま澪の隣りで彼と先方担当者との話を聞いている。

　カフェを新規オープンさせると言っても、全てを自社資金でやりくりする会社というのはほとんどない。自社資金に加え、銀行からの借り入れやスポンサー企業からの出資でそれらをまかなうことが通常だ。

　お互いへの信用はもちろんのこと、慈善事業じゃないので「利益」を上げることができないと判断されれば、スポンサーはつかないし金融機関からの借り入れもできない。

　現在澪は、企画中のカフェに追加の出資を得るため、スポンサー企業に働きかけをしているらしい。

「勝呂さんの資料は、大変わかりやすいですね。こちらもイメージを持ちやすい」

「恐れ入ります。徹底的なリサーチ力はわが社の強みです。先日までの資料に加え、各年齢層による利用頻度、時間、シーン別による利用ニーズ等についても追加いたしました。市場の動きが速いので、過去二年分に絞りましたが、その代わり調査エリアを増やし具体的な数値で分析しています」

　澪がそう言って差し出した資料を、担当者は興味深げに見ていた。

　樹里も脇からこっそりと澪の差し出した資料を見る。

　細かな項目が、数字だけでなく、グラフや画像等を組み込み、分かりやすく整理されていた。そして、それらの数字を元に澪なりに分析をし、出資に繋げるための提案がいくつか書いてある。

「……」

　――ああ、すごいなあ。確かにこれは分かりやすいかも。こんな風に、取引先に提案ってするんだ。

　今まで自分が作成していた、総務課の「備品購入書」「会議室使用申請届」「有給休暇申請書」などのフォーマット入力をするだけの書類とはわけが違う。

　樹里は素直に感心してしまう。そして、自分なりにその資料を盗み見ながら思ったことをメモに取っているも、

「……わかりました。ではこちらのご提案は弊社にて検討いたしましょう」

「よろしくお願いいたします。今後の連絡は、この真田にお願いします。本日社に戻りましたら、真田より改めてご挨拶がてら連絡させますので」

　いきなり澪が樹里に役目を振ってきたので、思わず「え!?」と驚いた表情をしてしまうも、

「は、はい。改めてご連絡をさせていただきます……」

「そうですか。では真田さん、ご連絡お待ちしております」

「はい……」

　慌てて笑顔を取り繕い、担当に頭を下げる。

　その後、担当者との打ち合わせは終わり、二人は社用車に乗り込むも、

「あ、あの！　私が担当って、どういうことですか!?」

「ん？　そのままの通りだけど。あ、名刺は明日できあがるみたいだから、今度会った時に渡すといいよ。メールだけは今日中に送っておいて」

　いきなり担当者にされた樹里が澪に抗議するも、澪はまったく焦ることもなくそう答える。

「で、でも私、あんな資料作れないし……！　それに、追加出資って、とても大切なことじゃないんですか!?　それをどうして私に……！」

「まあ、そのために時間をかけて人間関係を築いてきたからね。追加出資は、恐らく今日提出した資料でほぼ九割はいけるはずだから。残りの一割は、来月に行われる会議で決まるだろう」

　澪はそう言って、一枚の紙をカバンから取り出して樹里に渡した。

　見ると、そこには樹木を抽象的に表現したモニュメントの画像が描かれている。

「これは？」

「それは、カフェのコンセプトで入口に置くモニュメント。カフェは近隣の県、市町にも展開していく予定だから、そのテーマにしようと思って、決めてあるんだ。来月に、このカフェプロジェクトに関わる全ての企業が出席する大きな会議がある。スポンサー企業も出席する。そこでうちがこのモニュメントを使って、カフェに対するより具体的なイメージを抱いてもらい、追加出資の最終ＯＫをもらうって筋書」

「あの……追加出資って、ちなみにどのくらいを考えているんですか？」

「こちらから提案しているのは、数億程度かな」

「！　そ、そんな大金の関わるプロジェクトの担当だなんて、わ、私……！」

　あまりの規模に、樹里は卒倒しそうになる。が、澪は依然として慌てる様子もなく、

「数億円の追加出資なんて、こういうプロジェクトではザラだから。元々がその十倍以上はかかっているわけだし、それにそれだけ力を入れているってこと」

「……っ」

「会議の開催日はもう決まっているし、あとは、現在作成中のそのモニュメントが、当日までに必ず会場に届くように調整してもらうだけかな」

　スポンサー企業とのやりとりは、恐らく今日提出した資料への質問等の回答くらいだと思うから。澪はそう言うと、樹里をじっと見つめる。そして、

「ところでさ……今日の俺の資料を見て、何か思わなかった？」

「え？」

「メモ、取っていたでしょ？　あの時」

「……」

　打合せをしていたはずなのに、よく気が付いたなと樹里は感心する。

「すごいな、って思いました。ちゃんと各項目についていろいろと分析され、さらにそこから提案まで」

「ありがとう。それで？」

「それでって……あ、えっと……」

　樹里はメモを取り出して、自分が記した内容に目を通す。そして、

「シーン別に分析をしてありましたけど、例えば同じシーンでカフェを利用したとしても、気候でその利用内容が変わることも大きいと思うんです」

「気候？」

「はい。そうですね……今一押しのメニューがあって、旬のデザートを使っている。でも、気候によってなかなかそれを頼めなくなることもあると思うんです。暑い日は冷たいものを食べたい、寒い日は温かいものを食べたい、みたいな感じです。人によって温度の感じ方は違うから、夏や冬でもないのにエアコンの温度を固定することはできない。となると、例えばそういったオススメメニューは一種類で固定するのではなく、どちらにも対応できるように、なおかつ、お客様に選択してもらえるようなメニューを取り入れてみたらどうかと。そういう対応がさりげなくできるカフェって、あまりないと思うので……」

　そう言って、樹里は口を噤む。

　そう、樹里は大学時代から友人たちとカフェ巡りをして歩いていた。

　その中にはいろんなカフェがあった。店舗の大小はもちろん、店内の装飾に凝った店、オシャレに突出した店、何となく居心地の良い店――いろいろあったものの、その中でも樹里たち仲間内で共通して高評価をつけていたのが、「その日に合わせたオススメメニューを出してくれる店」だった。

　それは別に、「日替わりランチをやっている店」のことではない。そうではなくて、その日の気候、たとえば少し肌寒いとか、蒸し暑いとか。そう言うのに合わせて、オススメのメニューを変えていたり、食事や飲み物の温度を調整したり、味付けを変えている店のことだ。

　だから、日によって味の感じ方が違う。でも間違いなく美味しくて、そしてその心遣いが樹里たちには嬉しかった。

　そのせいか、カフェが乱立する昨今ではあるものの、チェーン店でないにもかかわらず、そのカフェは今もしっかり続けている。

「……もちろん、大きなカフェになってくれば、そういった対応は難しくなるかもしれません。そこは個人店だったので、そう言う対応ができたのだとも思います。でも、そういう心遣いというか、お客様に対する気持ちは忘れてはいけないと思うので……」

　そういった提案もできれば良いと思いました――樹里は最後の方は自信なさげにそう呟いた。すると、

「……俺は面白いと思うよ、そういうの」

「え？」

「確かに、店の規模が大きくなればなるほど、マニュアルみたいなものがあるから、日々のそういった変化に対応するのは難しいかもしれない。でも、うちの場合は『今からそれを作る』のであって、『元々ある』わけじゃないから」

「……ＣＥＯ……」

「仕事としてだけで携わっていると、そういった本質的な部分が見えない時がある。好きこそものの上手なれって言うだろう？　その意見は、すごく重要だと思う」

「あ。ありがとうございます」

「一度、追加の提案資料を作ってみるといいよ。提出前に俺に見せてくれれば、アドバイスもできるし。今日会ったあの人は、そういうの大好きな人なんだ。追加出資にも好意的で、ずいぶんと上を説得するのに助けてもらったよ。だから、ビジネスに直結する面白い提案は大歓迎だと思う」

　澪はそう言って、樹里に微笑みかける。

　――仕事でこんな風に褒められたの、初めてかも。

　これまでは言われたことを、言われた通りに忠実に行って業務をこなしてきた樹里なので、こんな風に自分の体験談から意見を述べることなど初めてのことだった。しかもそれが褒められたので、何だか気持ちがソワソワしてしまう。

　するとそんな樹里に、

「……そろそろ会社かな。それじゃあここで。明日は朝から別の企業に行くから、詳細は森島から聞いておいて」

　澪はそう言って、車をエントランスにつけさせる。そしてそこで樹里だけ降ろし、窓を開けて中からそう声をかける。

　どうやら澪にはこれからまた別のアポイントがあるらしい。樹里を送るために会社に一度車を走らせてくれたようだ。

「は、はい。あの、ありがとうございました」

　樹里は車に向かい一礼をし、足早に社内に戻ろうとするも、

「あ、それから！　一つ宿題」

「宿題？」

「そ。俺の呼び方、ＣＥＯ以外で何か考えておくこと。あ、勝呂さんはナシね」

「!?」

「それじゃ」

　澪はそれだけ言うと、窓を閉めてしまった。直後、車は再び走り出す。

「……」

　――呼び方って。ＣＥＯ以外に何て呼んだらいいの!?

　てっきり宿題なんて言うので、追加提案事項や事業開発室についてのなんらかのことなのかと思ったものの、それ？　樹里は少し拍子抜けするも、

「……なんか、不思議な人だなあ」

　仕事では頼りになるし尊敬できるけれど、どこか変わっているというか、調子が狂うというか。明らかに自分と違うタイプだけれど、うっかりペースに乗せられてしまうというか。

　しかも、妙な宿題まで出されてしまったし。

「……厄介な宿題」

　樹里はため息交じりにそう呟くと、足早に社内に戻りやるべき仕事をこなすのだった。










「あ、お母さん、ご飯まで作って持ってきてくれたんだあ」

　――その日の夜。

　少しだけ残業をして業務に慣れつつ、会社近くのショッピングモールでスーツに合わせて履くパンプスだけ購入した樹里は、夜の八時過ぎに帰宅をした。

　すると部屋の中には、樹里が昼間依頼した「スーツ」と、そして樹里を気遣って作ってくれたらしい夕食のおかずが置かれていた。当初は自分で実家に取りに行くつもりの樹里だったが、忙しいだろうからと、母親から持っていくとメッセージが入ったのだ。今日だけはそれに甘えさせてもらったのだが、まさか夕食のおかずまでもってきてくれるとは。樹里は母親の気遣いに感謝する。

　樹里は現在、実家から出て一人暮らしをしている。とはいっても、実家は隣町。別に一人暮らしをしなくても会社へ通勤するには全く問題ない距離だったのだが、まあ社会勉強の一環ということで、今年からマンション暮らしを始めたのだった。

　駅から徒歩八分、築五年のマンションでワンルームのバストイレ別。しかも二階の角部屋。学生が多い地域柄、割とお手頃の家賃の部屋だ。唯一難点なのが、最寄り駅に特急や急行が止まらないこと。でも、元々性格がのんびりしている樹里なので、電車の時刻表にイライラすることなどほとんどない。

　自分の給与で無理なく生活をしていけるこの部屋を、樹里はとても気に入っていたし、一人暮らしを始めたことに後悔もなかった。

　とはいうものの、彼氏もおらず、恋愛よりもカフェ巡りやカフェ飯づくりが好きな樹里は、週末になるたびに実家に帰りそのメニューを家族に披露していた。

　両親にしてみれば、良い年頃の娘が毎週末実家に帰って来るのは嬉しい反面心配でもあり、今年高校二年になる弟の玄太には「姉ちゃん、作ってくれる料理は美味いんだけどさあ、そういう腕前っていうのは彼氏に披露するもんじゃねえの？」と言われる始末なのである。

　ガランと静まり返った室内のテーブルには、「部署変わって大変そうだけど、頑張ってね」と母親からの置手紙があった。

「……ん。頑張るよ」

　スーツをクローゼットにかけ、作ってくれたおかずを口にしながら、樹里はぽつんと呟く。

　こういう日には、本当は誰かいてくれるのが一番心強いし温かい。

　でも一人暮らしではそれもない。そもそも特定のそういった誰かがいてくれるわけではない。

　それに、普段は自炊をするしそれが苦ではない樹里だが、今日のように疲れて帰ってきた時は、少し面倒くさい時もある。そんな時に、こうしておかずを作って持ってきてくれるのはとてもありがたかった。しかも作ってきてくれたのは、主食代わりにもなりえるボリュームのあるもの。もしかしたら母親は、昼の電話の時点で樹里の状況を何か察したのかもしれない。そんな家族の温かさが、樹里にとっては非常に心強かった。

「……」

　買ってきたばかりの真新しいパンプスを箱から出し、玄関に。何だかそれだけで背筋がまっすぐになるような気がして少し緊張した。

「……」

　とにかく、明日からは、昨日までとは全く違う日々が始まる。

　きっと覚えることも、考えることも、いろいろ出てくるかもしれない。

　でも、事業開発室に配属された以上はやるしかない。樹里はこれまで自分が趣味で書き溜めてきたノートを棚から出し、それを会社用のカバンへと押し込んだ。

　そして、

「……宿題、どうしよう」

　まずは、澪から出された例の宿題をこなすべく、ベッドの上に寝転びながら、ぼんやりと考えるのだった。










　翌日。樹里は昨日とは打って変わり真っ黒のパンツスーツに身を包み、出社した。するとさっそく、

「おはよう、真田ちゃん！　お、今日は随分決まってるじゃないの！」

　真弓がスーツ姿の樹里を見て話しかけてきた。

「おはようございます、谷中さん。流石に昨日のあの服装だと……アドバイスされましたし」

「アドバイスって？　もしかして、秘書の森島さやか？　ああ、あの人いろいろうるさそうだもんねえ……」

「う、うるさいだなんて。言ってもらって、助かりました。確かに、ＣＥＯに恥をかかせるわけには」

「真田ちゃんって、素直だねえ。ま、何にせよ今日もまたＣＥＯと同行でしょ？　頑張ってね。はい、これ名刺」

「あ、ありがとうございます」

　真弓は樹里よりも一回りほど年上の女性だ。何もわからずこの部署に配属され必死でもがく樹里を、妹、もしくは娘のような気持ちで見守ってくれているようにも思える。樹里の呼びかたも、昨日いろいろと事業開発室の事を教えてもらっているうちに「真田さん」から「真田ちゃん」に変わっていた。

　いずれにせよ、慌ただしくて先輩社員や上司にも声のかけづらいこの部署で、こうして気を遣って話しかけてくれるのはありがたい。

　樹里は名刺の箱を受け取ると、自席へと着く。そして部署の朝礼の後、さやかより指示のあった時間の少し前にエントランスへと下りて行く。

　するとそこには、既に澪と――今日はさやかがいた。二人はそこでなにやら立ったまま打ち合わせをしている。

　真剣な表情で書類を読む澪と、その澪に何やら意見を述べるさやか。

　その姿は遠目で見ても何だか非常に絵になっており、近寄りがたいものがあった。

　すると、そんな二人の様子を、カウンターに座っていた受付の社員と、偶然通りがかった秘書課員の一人が、

「……ねえ、知ってる？　ＣＥＯとさやかさんって、大学が一緒なんですって」

「え、大学ってあの偏差値国内一の国立大学だよね？　ＣＥＯはともかく、さやかさんもなんだ。すごいなあ、あの人」

「ほんとだよ。しかもさやかさん、お父様があの有名銀行の頭取らしいよ……頭もいい上にお嬢様で、しかも美人でしょ？　天は二物も三物も与えまくりね」

「仕事もできるしねえ……女子社員たちの憧れの存在よ。私、さやかさんみたいになりたくて、実はこっそり同じヨガ教室通ってるんだ！」

「え、私も行きたーい！　どこの教室か教えてよ」

　あくまでさやかたちには聞こえないように、そんな会話をしていた。

　――へえ、あの二人、大学時代から一緒なんだ。

　樹里はその部分は意外に思ったものの、あとの情報に関しては、まるでもう別世界の人間のように思えて半分記憶に残らない。

　恋人もおらず、平日は会社からまっすぐ家に帰って寝るだけ。休日は実家に帰るかカフェ巡りの樹里と、ヨガ教室で自分磨きをしながら、きっと華やかな私生活を送っているであろうさやかと。比べるのも失礼なレベルにさえ思える。

「いるんだなあ、本当に。キラキラしている人って」

　それは、羨ましいを通り越して、むしろ尊さを感じる。

　そんな人と仕事を、直接的ではないにしろ一緒にできることを幸せに思うようにしよう。

　樹里はいまだ盛り上がっている二人組から離れ、打ち合わせをしている二人に近づく。

　すると、

「樹里、おはよう。今日はスーツか……気合入っていていいな」

　そんな樹里に気付いた澪が、笑顔で樹里に声をかける。すると、

「……時間です。お気をつけて」

　さやかが一瞬驚いた表情を見せるも、いつもの冷静沈着な様子で澪をまず車の中へと押し込める。そしてそれに続こうとした樹里に、

「真田さん」

「はい」

「……いえ、何でも。スーツ、お似合いですよ」

　さやかは一瞬だけ言葉を詰まらせるも、表情を変えぬまま樹里にそう言って車のドアを閉める。そして、車が見えなくなるまで見送った後、秘書課へと戻ったようだった。

　一方で、車は出発し、樹里と澪を本日のアポイント先へと連れていく。その車内で、

「……で？　考えてきた？　宿題」

「や、やっぱり覚えてました……よね？」

「当然。自分で出して忘れるわけないだろ？」

　澪がさっそく、樹里に昨日の宿題の答えを求めてきた。

　樹里は「あー、そうですね」「うーん……」としばらくは言い淀んでいたものの、

「……勝呂さん、か、澪さんではどうしょうか」

　と答えた。すると、

「いいね、じゃあそうしよう」

「え、どっちですか」

「澪」

「名前?!」

「自分で決めたんだろ？　まあ、さん付けは気になるけど、まずはそこから」

　澪はそう言うと、「じゃあ、今からスタートな。二人でいる時に、それ以外の呼びかたで呼んだら……」と、樹里の顔を意地悪い笑みを浮かべながら見る。

「よ、呼んだら、何ですか？」

「……その時のお楽しみかな」

「な、なんですかそれ」

　――もう、本当に何なの、この人。やっぱり不思議な人だと樹里は思うも、「わかりました。気を付けます」と渋々とそれを了承した。

　澪は満足そうにそんな樹里を見ると、

「……じゃ、アポ先に着く前にちょっと打ち合わせしようか」

　と、急にふっと真面目な顔になり、カバンの中から資料を取り出す。

「は、はい」

　樹里もカバンからメモを取り出すと、その資料を見ながらいろいろとメモをする。

　二人はアポイント先に着くまでの間、情報のすり合わせを行い、そして商談に臨むのだった。










　それからというもの。

　澪と同行する日は、そういう形で澪と打ち合わせをして業務内容を把握し、アポイント先を訪問するようになった。

　二週間もすると、取引先や業務の流れ、どういった打ち合わせが必要なのかを把握できるようになってきた樹里は、澪のアドバイスのもと、そして自分が以前から書き溜めてきたカフェのデータを参考にした提案も徐々にできるようになってきた。

　もちろん、これまでプレゼン資料など作ったことがない樹里にとっては、それも一苦労だったのだが、

「俺が、時間がある時なら教えてあげられるよ。俺の予定、社内ＷＥＢに登録されていると思うけど、一応樹里にも教えておく」

　そういった資料の作り方まで、澪が面倒を見てくれる。忙しい澪に申し訳なく思いつつも、樹里にはとても有難いことだった。当然、

「森島さん、すみません。ＣＥＯは今、執務室にいらっしゃいますか？」

「……勝呂ＣＥＯですか？　現在、二時半からの会議準備を行っていますが」

「で、でも二時から三十分は空いているから来るようにと……その……」

「……少しお待ちください」

　樹里との予定は社内ＷＥＢには入れていないし、さやかにも伝えていないのだろう。

　予定の登録されていない時間に限り、頻繁に澪のもとにやって来る樹里に対し、さやかが時折不思議そうにするも、確認すれば澪は了承しているようなのでどうにもならない。

　樹里はそうやってプレゼン資料作成のレベルを上げ、澪から教えてもらったいろいろなことを活かしつつ、少しずつ、自分の任された仕事に楽しさを感じながら日々の業務に追われていた。それに――異動したばかりの頃は着慣れなくて少し窮屈に感じたスーツも、下ろしたばかりで足になかなか馴染まない新しいパンプスも。仕事を楽しく感じるようになった今は、それらも全く気にならなくなり、むしろ仕事を頑張るために必要な、自分の一部のように感じる樹里だった。










　そんなある日のこと――その日は久しぶりに澪とアポイント先に向かうことがなく、資料の事で相談に行くこともなかった。

　取引先との連絡や来月の会議で使うモニュメントの進捗状況の確認も終わり、珍しく定時で退社できそうだった。

　こんな日は、久しぶりにお気に入りのあのカフェにでも行ってみようか。樹里はそわそわしながら、定時に退社して例のカフェに向かう。

　が、その日は店内の臨時メンテナンスのため、臨時休業だった。

　それならば、と、電車で二駅、しかも駅から徒歩二十分と若干遠くなるものの、そこも学生時代からのお気に入りのカフェなので、樹里はそこに向かう。

　幸いそのカフェは営業していた。しかも場所が場所ゆえに、それほど混んでもいなさそうだ。

「いらっしゃいませ。何名様ですか？」

　ログハウス風のたたずまいの、小じゃれたカフェの入口。

　木のドアを開けて店内に足を踏み入れた樹里に、店員が声をかける。

「一人です」

　樹里は何気なくそう答えようとしたのだが、何故かその樹里が答える前に背後から、「二人」と声がする。

「!?」

　樹里が慌てて振り向くと、そこにはなんと、澪が立っていた。

「えっ……な、なん……」

　何故ここに彼が。驚く澪をよそに、

「二名様ですね、こちらへどうぞ」

「どうも。ほら、行くぞ」

　店員と澪はさっさと窓際の席へと歩いていく。

　樹里もその席へと向かい、澪の向かい側へと腰を下ろすも、

「な、何で……澪さんがここにいるんですか!?」

「たまたま近くを通りかかったら、樹里が歩いているのが見えたから」

「そ、それで来ちゃったんですか？」

「ちょうど腹も減ってたし、今日は直帰予定だったから、ちょうどいい」

「車はどうしたんですか？」

「ああ、もう今日は帰したよ。運転手だってたまには早く帰りたいだろ」

　澪はそう言って、楽しそうにメニューを手にして眺めている。

「……」

　姿を見かけたからと言って、いきなり車を降りて追いかけてくるもの？　樹里はそんな澪に若干呆れつつも、

「……ここのカフェ、お魚を使ったカフェ飯が絶品なんですよ」

「へえ。それは楽しみだな」

　樹里のコソコソ話に、澪がまるで子供のように目を輝かせる。

　会社で役員会議に出席して年配の役員たちにも遠慮なく意見したり、訪問先で豊富なデータをもとに意気揚々とプレゼンをしたりしている澪からは何だか想像ができない表情だ。

「……澪さん、おいくつでしたっけ？」

「二十九」

「……ふふ」

「何だよ、その笑い。そりゃ、樹里に比べたら年上かもしれないけど……」

「違いますよ、その逆です。そうやってメニューを選んでいる澪さん、何だか子供みたいで」

　樹里が思わず吹き出すと、澪は「なんだそれ」と不服そうな表情を見せるも、

「仕事は仕事、プライベートはプライベート。こっちが本当の俺」

　と、悪びれもなくそう言って、樹里の分と合わせて注文をする。

「すごいですね、そうやってちゃんと分けられて……澪さん、独自に市場調査とかもお休みの日にしているんでしょう？　それなのに、仕事とプライベートをちゃんと分けるなんて器用ですね」

「市場調査は半分趣味みたいなものだから。好きなんだよな、色んな所に行って、色んなものを見ることが」

「へえ……」

「でも別にプライベートを全てそれに費やしているわけではないから。学生時代からやっていた、テニスは続けているし」

「テニス？」

「ああ。テニスサークルとかには入っていなかったけど、趣味程度で。いまでもその仲間と時間を見つけては会って、しているかな」

「へえ……」

　聞けば聞くほどのハードスケジュールに、樹里は驚く半面羨ましくも感じていた。

　澪は、限られたプライベートを市場調査だけでなくちゃんと自分の好きな物にも使っている。

　それに対して樹里は、プライベートはほぼすべてと言っていいほどカフェ巡りとカフェ飯に費やしている。澪にとっての市場調査のようなものだ。

　それがなくなったら、恐らく樹里には何もない。それを考えた時、ふっとさやかのことが頭に浮かんだ。

　澪と同じく忙しいさやかも、確かプライベートではヨガ教室に通って自分磨きをしたりしているらしい。

　つくづく、この人たちとは住む世界が違うというか、生きている次元が違うような気がすると、樹里は一人で勝手に落ち込む。

　と、そこに注文した料理が届いた。

　二人とも、樹里が一押しの魚を使ったメニューだ。厚めに切ったスズキを白ワインで蒸し、四種類のチーズとポルチーニ茸を使ったソースをかけたもの。

　サイドには、グリーンアスパラのソテーと人参のグラッセが添えられている。メインディッシュとともに、今日は枝豆のポタージュもついている。

「へえ、本当にうまそうだ」

「美味しいですよ。昼間はヴィシソワーズが付くんですけど、夜はこの辺り少し気温が下がるので、夜のメニューにはポタージュとか、コンソメスープが付くんです」

「それがこの間、樹里が言っていたやつか」

「そういえばそうですね」

　二人は料理を堪能しながら、そんな会話をする。澪はあっという間に料理を堪能すると、

「ああ、すまない。本当は樹里のペースに合わせて食べるべきだったよな。あまりに美味しくて、つい夢中で……」

「気にしないでください、そんな。でも、澪さんの口にあって良かった」

　とりあえず食事マナーの非礼を詫び、澪は樹里が食事をするのを笑顔で見守りながら、メニュー表に目を移しては、何やら考えていた。

　今日は樹里がいるものの、きっと普段、一人で市場調査をする時もこんな感じなのだろう。

　とても、先程メニュー表を見て目を輝かせていた人物と同一とは思えない。

　それはそれでまた可笑しくなる樹里だったが、それは口にせず、目の前の料理を堪能するのだった。

「ああ、本当に美味かった。また来てみようかな」

　――それから、一時間ほど食事の後の珈琲を飲みながら話をし、二人は店を出た。

　日は既に落ちて、平日というのと、駅から少し離れているのもあり、人もほとんど歩いていない。

「……樹里は、こんな時間にここから一人で帰ろうとしていたのか」

「はい、まあ家に帰るためには仕方ないので」

　そう言って笑う樹里に、澪は何だか不満そうだった。が、

「まあでも今度は、俺が送ればいいか」

「はい？」

「また、こうやってカフェに行った帰りの話」

　澪はそう言うと、スマホを取り出して何かを確認していた。そして、

「今週の土曜日、夕方までなら空いてる。樹里は？」

「え？　私は別に予定は……」

　何とも寂しい回答だけれど、事実なので仕方がない。樹里が正直に答えると、

「よし、じゃあその日に今度は俺がオススメのカフェに行こう。十時に迎えに……」

「ちょ、ちょっと待ってください！　え、どういうことですか？　私が、澪さんと？　土曜日に？　仕事……？」

「うちの会社、土日祝日は休日扱いなんだけど」

「で、ですよね。でも、土曜日に待ち合わせだと……」

　まるで、休日にデートしながらカフェ巡りしているみたいじゃないですか。誰かに誤解でもされたら――樹里はぼそぼそと小さな声でそう呟く。

　樹里はともかく、澪は社会的に地位のある男性。さやかみたいな誰もが認める美人ならともかく、なんの特徴もない普通の女性である樹里と一緒にいることで、澪が不利益でも被ったら。樹里はそれが心配だった。

　するとそれに対し澪は「俺は別に、誤解されても構わないけど」と笑みを浮かべながら、樹里の頭をぽん、と優しく叩いた。

「……」

　――それって、どういう意味？

　澪の意外な回答に、樹里の胸がドクンと大きく鼓動した。

　その胸の鼓動に惑わされるかのように、上手く言葉が出ない。

　きっと、深い意味はない。澪は強引ですぐに人を自分のペースに巻き込んだりするところがあるから、きっとその一環でこんなことを。

　そうに決まっている。決まっているとは思うんだけど――気になってしまう。

「……」

　心の中が急にぐちゃぐちゃになって、樹里は気付いたら口をパクパクと動かしていた。

　澪はそんな樹里を楽しそうな表情で見ている。そして、

「とにかく、今週の土曜日は空けておいて。あと、その次は来週の水曜、木曜の夜も。二時間しか時間は取れないけど……」

「え？　土曜日の次も決めておくんですか？」

「もちろん。それに早く予定を入れないと、埋まってしまうし」

　プライベートも充実していそうな澪のことだ、きっと友人たちとも頻繁に、時間を見つけて会っているのだろう。

　というより、その予定の一環に樹里とのカフェ巡りを入れても問題ないのか。もしも恋人がいるとしたら、その人だってきっと澪と会いたいだろうに――樹里がそんなことを考えていると、そんな考えはとうにお見通しなのか、

「あ、俺、彼女とかいないからそういう心配はしなくていい」

　とキッパリとそう言い切る。

「……」

　――こんな人に、どうして恋人がいないんだろう。樹里はそれが不思議でならないが、それは澪の勝手だし、いろいろあるのだろうと、あまり深追いで考えることはしなかった。

「……とにかく、まずは今週の土曜は空けておいて。待ち合わせ場所連絡するから、連絡先教えて」

「は、はい……」

　会社の携帯はいつも所持しているものの、さすがにプライベートの連絡でそれを使うことはできない。

　樹里は共通で使っているメッセージアプリの連絡先を交換すると、澪に見送られて電車に乗り自宅へと帰る。

　すると電車に乗ってすぐに、澪からメッセージが入っていた。

『夜も遅いから、気を付けて。家に着いたら連絡して』

「……子供じゃないのに。澪さんって、意外に心配性なのかなあ」

　たった一行のメッセージだけれども、澪の意外な一面を見ることができて、樹里は何だか可笑しい。

　市場調査を兼ねたカフェ巡りで、休日にも澪と一緒に行動することになった樹里。一人暮らしを始めてから、こんなに誰かと一緒に行動するというのは初めてかもしれない。

　澪は本当に仕事熱心、というか今の仕事が好きなんだ、ということが今日はよく分かった。

　そしてその反面、プライベートの彼についてはよく分からないということも。

　一体、どこまでが彼の本心なのか。

　あの顔で、あの声で、あの状況で。「誤解されても構わない」なんて言われたら、普通の女性なら勘違いしてしまう。

　しかも、恋人もいないことが分かったら、きっと勘違いして――

「……これは、あくまで市場調査の一環。今のプロジェクトに力を入れているから、休みの日も何かしたいだけ。そこにたまたま、カフェ好きの私がいたから、それで誘われているだけ」

　自分の、ほんの少しだけ浮つきそうだった心を戒めるかのように、樹里はメッセージが表示された画面を見つめながら呟く。

　やがて一時間ほどして自宅についた樹里は、澪に「今着きました、今日はありがとうございました」と用件のみのメッセージを入れて、その日は眠りについたのだった。










　――そうして。

　その日以降、澪とプライベートでも約束をするようになった樹里は、最初はいろいろと考えこんでいたものの、やがて澪とそうして過ごす時間を自らも楽しむようになっていた。

　澪と会う日は、早起きして時間をかけて着ていく服を選んで。仕事帰りに会う時は、疲れた顔を見せないように、少し崩れ気味のメイクをしなおして。そんな樹里に、澪は「その服、似合っているな」とか「可愛いよ」と褒めてくれる。樹里にはそれも嬉しかったし、澪にまた何か言ってほしくて、約束のたびにまた頑張ってしまう。

　それに、ただカフェに行くだけでなく、二人はそこでメニューについて、味について、店員の接客について、立地条件や利用客層について。そしてそれらをふまえて、プロジェクトにどう活かしていくか、時間が許すまで話した。そうやって過ごす時間が、樹里にはとても楽しかった。

　そう、まるで学生時代に友人たちとカフェ巡りをしていた時みたいに――澪は年上だし、会社では上司でありＣＥＯという立場だけれど、一緒に休日にカフェ巡りをする時には、まるでただの同年代の男性のようでとても接しやすかった。

　樹里はふと、大学時代、恋人一歩手前までいった友人のことを思い出した。

　その時の彼とも、こんな感じだった。ただあの時は、樹里が恋愛よりも友人皆でするカフェ巡りに夢中で、彼と二人きりでカフェ巡りに行こうという誘いを何度も断っているうちに、誘われなくなって、だんだん疎遠になって、そして風の噂で彼に彼女ができたことを知った。

　あの時とは状況は違うけれども、もしもあの時、今澪と出かけているように彼と出かけていたら、もしかしたら今頃、別の人生を歩いていたかもしれないな。

　別にあの時の事は失敗だった、とか後悔しているわけではないけれど、ただ何となく、澪とはあの彼との結末のような関係解消になるのは嫌だと、心のどこかで樹里はそう思っていた。

　その思いの正体が何なのか。今の澪との関係が心地よいからこそ、あえて気づかないフリをしているのかもしれないと、樹里は分かってはいるものの、臆病なまま、そこから前には進めないままでいるのだった。

　ところが、例え当の樹里がそう思っていたとしても、なかなかうまくいかないものなのである。

　それは、澪と数回業務外のカフェ巡りをし、次の予定が今晩、となっているとある日の午後の事だった。

「真田さん、ちょっといい？」

　樹里が、澪に頼まれていた書類を秘書課に届け、帰ろうとしていた時だった。

　秘書課のカウンターの奥から、女子社員が一人出てきて樹里に声をかけてきた。

　それは以前、エントランスで受付嬢とさやかについて話をしていたあの女子社員だった。

「はい……何でしょうか」

　名前も知らず、そして業務では直接かかわることのない人。一体何の用なのだろう、と樹里が立ち止まって返事をすると、

「ねえ、これって……真田さん？」

　首から下げられた社員証には、「秘書課　田山亜里沙」と書かれている。

　その亜里沙に、樹里はスマホの画面を突きつけられる。亜里沙は画面のとある部分を指で刺している。

　樹里はそこに目をやった。

　スマホには、どこかのカフェのスイーツの写真と、その奥――別テーブルにいる男女が写されていた。

　よく見ると、スイーツと、奥の男性はしっかりピントが合っているものの、女性は少しぼやけている。見る人が見れば誰だか分かるが。

　それは、樹里もよく見ているＳＮＳの投稿だった。

　その投稿のハッシュタグは、「＃極上スイーツ食べに来たら超イケメン発見。彼女、羨ましい」「＃スイーツとスイーツ男子」。しかも若干バズっている。コメント欄は、「スイーツおいしそう！」「ヤバ、マジイケメン」「羨ましい」等で溢れている。

「っ……」

　樹里はそのカフェにも、そのスイーツにも見覚えがあった。それはつい先日、澪と一緒に訪れたカフェだった。しかも写真の男性はどうみても、あの日の澪。ということは、ピントがぼけているその女性は、もしかしなくても樹里だ。服装にも見覚えがある。

　樹里を知っている人が見れば、一目瞭然の写真だった。

「ＳＮＳ見ていたら、こんな写真みつけちゃったんだけど……ねえ、これ一緒に写っているのって、ＣＥＯだよね？　これ、投稿の日付が日曜なんだけど……仕事してたの？」

「え？　あ、あの……し、市場調査というか……」

「……だよねえ。二人とも私服だけど、休日だからそうしたんでしょう？　仕事の一環で」

　樹里のたどたどしい弁解に、亜里沙がまるで「そうなんでしょ？」とばかりの口調で問いかける。そして、

「いやよね、何も知らない人の投稿って。ＣＥＯと真田さんが付き合っているわけないのに」

「そ、そうですよね……」

「私、ＣＥＯみたいな人には、うちのさやかさんみたいな人がピッタリだと思うの。実際、お似合いじゃない？　あの二人」

「ええ……」

「さやかさんも、私たちがＣＥＯを勧めるとまんざらでもなさそうだし……だから真田さんも、あまり誤解されるような行動しない方がいいよ？　こんな写真撮られて皆迷惑しているし」

「……」

「秘書課でも、皆で『ありえなーい』って言ってたのよ。だって真田さんとＣＥＯがなんてありえないじゃない。そうでしょ？」

　そう言うだけ言って、自分の席へと戻ってしまった。そんな亜里沙にすぐに他の秘書課員が近寄り、また例の投稿を見ながら何か話している。時折、まだ入口にいる樹里をちらりと見ながら。

「……」

　樹里は、思わず顔を伏せて秘書課から出る。そして足早にエレベーターホールに向かっていたが、前を見ないでいたために、誰かとぶつかってしまった。

「す、すみません！」

　完全な前方不注意。樹里が慌てて謝るも、相手はなんとさやかだった。

　樹里よりもスラリとしているさやかは少しだけ後方に弾き飛ばされたものの、何とか踏みとどまり倒れずに済んだようだった。

　幸い、どこかを痛めたわけでもなさそうだ。

「……真田さん？　廊下は走らず、そして前をちゃんと見て歩いてください」

「す、すみません……」

　樹里はさやかにすぐに謝るも、先程の亜里沙の言葉がふと頭の中を過ぎり、思わずさやかの顔をじっと見てしまう。すると、

「……私の顔に、何か？」

「い、いえっ……す、すみません……」

「……。真田さん、しっかりしてくださいね。双方怪我がなかったから良かったものの、もう社会人なんですから、気を付けてください。こういった注意をされること自体、恥ずかしいことなんですよ」

　さやかはビシッとそう言うと、それ以上は何も言わず、秘書課方向に向かって歩いていく。

「ほ、本当にすみません！」

　樹里はそんなさやかの後ろ姿に頭を下げつつ、そんな自分と、さやかの違いを思い知らされたような気がした。






　――勘違いなんてしていない。最初から、分かっていた。

　でも一緒にいると楽しくて、すぐに忘れそうになる。

　忘れてはだめ、これは仕事の延長。

　澪さんはああ言っていたけれど、やっぱり誤解を、不特定多数の人がするのはよくない。

　ほら、やっぱり前に進めなくてよかったのよ。






　樹里は、上手くいかなかった言い訳と、自分が傷つくのを避けるような言い訳を何度も、何度も自分に言い聞かせ、納得させようとする。






　そんな樹里の頭の中に、先程の投稿写真がフッと浮かぶ。

　くっきり映るスイーツと澪、ピントがあっていない樹里。それが樹里と澪の関係の真実であるかのように思えた。

　やはりプライベートで会うのは止めた方が良い。樹里はそう心に決めると、澪に今日の予定はキャンセルにしたいとメッセージを送る。当然澪は「理由は？」と聞いてきたが、「急に予定が入りました」と嘘をつき、一方的に予定をキャンセルしたのだった。










　その日の夜。

　澪との予定はキャンセルしたものの、どうしても真っすぐ家に帰る気にはなれない樹里は、会社近くのカフェにいた。

　樹里が学生時代から行きつけにしているカフェで、澪が市場調査のために働いていた場所。

　閉店まであと二時間ほどではあるものの、さすがは人気のカフェだけあり、客席は七割がた埋まっている。

　樹里は、たまたま開いていたカウンターの一番端の席に座り、飲み物だけ頼む。

　が、ほどなくして運ばれてきた飲み物に口をつけず、その代わりに大きなため息をついた。

　頭の中は、例の亜里沙が見せてきた写真。そして、「正体不明」としている思いに関するもやもやしたものでいっぱいだった。

　自分的には、別にやましいことなどないし、勘違いだってしていない。そう思っているつもりだった。

　でも、澪と仕事以外にカフェで過ごした時間はやっぱり楽しくて――そうなると、やはり自分はどこか勘違いをしていたのでは、とも思ってしまう。

　それに、今日は急用ということで断ったものの、次の予定も同じ理由では澪に突っ込まれるだろう。かといって、説明するわけにもいかないし、と樹里は悩む。

　と。

　不意に英語の音声が流れたかと思うと、カフェの後方にある大きなテレビモニターの画面に、海外ニュースの映像が映った。

　このカフェでは夜間、利用客層に合わせた映像を店内のモニターで配信するようにしている。今日は平日というのもあり、仕事帰りのビジネスマンが多いと判断したのだろう、それで海外のニュース番組を選んだようだ。

　英語が特に得意というわけではない樹里は、もちろん字幕がないとその内容は分からない。

　どうやら今日は、『今業界で注目浴びている、日本の企業の紹介です』という字幕通り、日本のどこかの企業の紹介ニュースらしい。

　特に興味があるわけでもないけれど、何となく、ぼんやりとそれを眺めていた樹里だった。

　が――なんと紹介されていたのは、樹里が今勤めている会社。そして、この海外のニュース番組に代表としてインタビュー取材を受けているのは、澪だった。

　しかも、通訳を介さず、流暢な英語でやり取りをしている。

　インタビューの最中、会社設立の経緯、父親から若くして会社を譲り受け引き継いだ思い、現在取り組んでいることなどを話していく澪だったが、その途中で、澪自身の経歴――学生時代に実は海外に留学をしていたこと、祖父母は現在、海外在住であることなどにも触れていた。

「……そうだったんだ……」

　初めて聞く澪のエピソードに、樹里は思わずそんなことを呟く。

　若くしてＣＥＯになったくらいだから、いろいろと恵まれた環境にいたのだろう。朧気ながらそう思っていた樹里にとって、このインタビュー内容は意外なものだった。

　父親に憧れ、少しでも近づきたくて、学生時代から自主的に市場調査を行い父親に報告を上げていたこと、元から頭は良かったのだろうけれど、必死に語学も勉強して、海外でも通用するようなネイティブスピーキングを身につけたこと、そして目標を持ち、現在挑戦的なプロジェクトをいくつも同時進行させていること――未だ仕事もプライベートも中途半端な樹里とは全く違う、と思わざるを得なかった。

　前に澪に恋人がいないと聞いて、あの時は特に何も思わなかったけれど、こんな風にいろいろと自ら挑戦し続けるような人なら、そんな相手を作っている時間もなかったのだろうな、と今なら理解できる気がした。

　そうやって外部からの情報で澪のことを知る樹里だったが、その時ふと、気が付いてしまった。

　思えば、ここ最近プライベートの時間を一緒に過ごすことが多かったのに、澪のそういったことを、樹里は全く知らなかった。樹里が聞こうとしなかったからかもしれないけれど、澪からも特にそういった話はしなかったし、する素振りもなかった。

　カフェのことについては熱く語るのに、そういったことは何も――きっと、学生時代から先輩後輩の間柄だったさやかは知っているだろうに、と考え始めたことに気付いた樹里は、慌ててその考えを打ち消す。

　――どうしてここで、さやかさんが出てくるの？　彼女と自分を比べたってどうにもならないのに。

　ほら、こういう所が勘違い。私と澪さんは別にそういうんじゃなくて。

「……」

　映像の中では、澪へのインタビューは続いている。樹里はそれをぼんやりと眺めながら、そんなことを考えていた。






　すると。






「へえ、あのインタビュー、もう放送になったのか。海外のテレビ局は仕事が早いな」

「!?」

　そんな声とともに、樹里の隣りに誰かが座る。樹里が慌てて振り返ると、

「モニター見なくても、本人が隣りにいるわけだから、こっち見たら？」

　そう言いながら、まるで悪戯好きの子どものような笑顔を見せる澪がそこにいた。

「えっ……み、澪さん!?　何でここに?!」

　樹里は慌ててモニターと実物の澪を見比べ慌てる。すると、

「それはこっちの台詞なんだけど。樹里の言う急用って言うのは、一人でここに来ることなのか？」

「っ……それは……」

「どうした？　仕事で何かあった？　困ったことがあったのなら、相談してほしい」

　澪はそう言うと、それまでの笑顔一転、ふっと表情を引き締める。

「……」

　――言えない。私が考えていたことなんて。言えるはずがない。

　樹里は澪からスッと目線を反らす。澪はそんな樹里を少しの間、何か言いたげに見つめていたが、

「……とにかく。話したいことがあったらいつでも聞くから」

「……ありがとうございます」

　樹里は目を反らしたまま礼を言うと、「あの、それじゃ私、これで……」とそそくさと席を立ち、急いで会計をして店を出る。

　当然そんな樹里を澪が放っておくはずもなく、樹里は店を出てすぐ近くの路地に差し掛かったところで澪に捕まった。

「待てって。今日はどうしたんだよ」

「どうって、別に……今日は本当に用事が……」

「あそこで、一人でいることが？」

「……」

　澪の問いかけに、樹里は答えられなかった。当然だ。あのカフェにいたことに、理由などないのだから。

　澪は、そんな樹里の手首を掴んだまま、樹里の次の言葉を待っている。

　どうして澪がこんなに樹里に拘るのかわからないけれど、こんな風に追いかけてきてまでその答えを知りたいと思われているのかと思うと、樹里の胸は苦しくなる。

「……私の問題なんです」

「樹里の？」

「……」

　樹里は少しためらったものの、あくまでも特定の誰から聞いたとは言わずに、例のＳＮＳに投稿された写真の事を話した。そして、それに対して、さやかのことはさておき、社内で少しだけ噂になっていたことも話す。

「……ＣＥＯにご迷惑をかけないためにも、やっぱりプライベートで会うのは良くないと思って。カフェの市場調査なら、業務内に、私一人でも行きますから」

「俺、別に迷惑なんてかけられてないけど」

「……」

「もしかして、誰かに何か、言われた？」

「！　い、いえそういう訳じゃ……」

「……。昔からさ、いるんだよね。他人の恋愛事情に土足で踏み込んで、勝手に荒らしていく奴。しかも自分の思い通りにしようとする奴が」

　澪は、樹里の言いたいことを察したのか、全てを聞き出す前に、そう吐き捨てるように言った。

　もしかして、過去の恋愛で何かあったのだろうか。きっと様々な女性に言い寄られた経験もあるだろうし、経験豊富だからこそ出てくる台詞なのだろう。樹里がそんなことを思っていると、

「……今も言ったけど、俺は迷惑をかけられていると思っていないし、二人で出かけることが人に知れたとしても全く問題ない。もしもそれを気遣ってくれているのなら、そういうのは大丈夫だから」

「でも……」

「それとも樹里は、俺と一緒に出掛けていてつまらなかった？」

「そ、そんなこと！　私……私は、とても楽しかったから……だから」

　勘違いしないようにっていつも思っていて。樹里は俯きながらそう呟き口を噤む。

　するとそんな樹里に対して、

「俺も楽しかったよ。いや、過去形じゃ変か。楽しいと思っているから、次へ、次へと約束をする。二人でそう思っているのなら、何の問題もないと思わないか？」

「澪さん……」

「それに、二人ともそう思っているのなら、それは勘違いではない」

　澪はそう言って、掴んでいる樹里の手を引き寄せた後、辺りに人がいないことを確認して、近くの壁に樹里の背を押し付けるように立つ。そして、

「こういうのは結局、当事者同士の気持ちの問題だろ？　他人がどうこう言うものではない。だから、俺が良くて、樹里が良ければそれでいいと思う」

「……あの」

「何？」

「さっき、『他人の恋愛事情に』って言ってましたけど……澪さんは、ただ単に市場調査が好きだから、カフェ好きの私と一緒に、プライベートもカフェ巡りをしているってわけではないって、思ってもいいんですか？」

「……あのさ。俺が忙しいのは樹里も知ってるよな？　そんな状況で、何の下心もなしに、樹里を誘ってそういうことをすると思う？」

「っ……」

「俺、言われる側はこれでもそれなりに経験あるんだけど、言う側は初めてで。だから、俺的には何回もプライベートで会って楽しく過ごしたことで、てっきり伝わっているものだと思ってた。樹里も楽しそうに見えたから」

「澪さん……」

　勘違いをしてはいけない、何度もそう言い聞かせていたことが勘違いではなかった。「正体不明」として誤魔化そうとしていたものが、誤魔化さなくてもよいものだった――それを思うと、いろいろとまだ気になることはあるけれど、樹里の胸は熱くなる。

「そういうことだから……その、これからも誘ってもいいだろうか。もちろん、業務時間外で」

「はい」

「はい、ってことは、樹里も俺と同じ気持ちだと思っていい？」

「……はい」

「…そうか。よかった」

　樹里の返事に、澪が少しほっとした表情を見せる。

　樹里は、改めてそんな澪の顔をじっと見つめる。すると、

「……ああ、そういえば」

　澪がふと思い立ったようにそう呟くと、素早く周囲を確認し、そして手首を掴んでいる力を少しだけ強くした。そして、

「そういえば樹里、今日ここで俺と話し始めた時……俺の事をＣＥＯって呼んだよな」

「え……？　そ、そうでしたっけ？」

　意外な問いかけに、樹里は少し前の記憶をさかのぼる。しかしあの時は別のことで頭がいっぱいだったので、澪のことをどう呼んだかなんて全く覚えていなかった。

「でも今は、澪さんって呼んでますけど……」

「それは今だろ？　俺、前に宿題を出した時に言ったよな？　二人でいる時に、宿題の答え以外の呼びかたで呼んだら……」

「……呼んだら？」

　そういえば、呼んだらどうなるのだろう。

　あの時は、それ以上は教えてもらえなかったけれど――樹里がそんなことを考えていると、澪は掴んでいた樹里の手首を離し、その代わりその手をそっと、樹里の頬に沿える。そして親指で一度だけ軽く唇をなぞると、

「……こうなる」

　と言って、スッと身を屈めるとそのまま樹里の唇を奪う。

　それは本当に一瞬の出来事で――それに気づいた時樹里は澪の身体を押し返そうとするも、逆に壁にグッと身体を押し付けられてしまい動けなくなってしまった。
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　長いような、長くないような、ふわふわとした時間。初めての経験で頭が真っ白になってしまった樹里が気付いた時には、唇は既に離れていて、壁に押し付けられていた身体も澪に抱きしめられていた。

「……」

　顔が、熱い。いや、身体中が熱い。それに、これからどうすれば。澪の腕の中でそんなことを思いながらぼんやりとしている樹里に、

「……本当はまだ一緒にいたいけど、無理はさせられないし。送るよ」

「は、はい……」

「でも、車を呼ぶ前にもう一度だけ」

　澪はぼんやりとしている樹里の頭を優しく撫でながらそう言うと、もう一度だけ、今度は樹里がしっかり覚えているほど長く時間をかけ、樹里と唇を重ねる。

　――ああ、何だか夢みたい。まさかこんなことになるなんて。

　その後、やってきた澪専用の社用車で家まで送ってもらった樹里は、結局その日はいろいろと考え事をしていてほとんど眠ることができなかった。

　樹里の家に着くまでの車の中で、会話を交わしながら、運転手に見えないような位置でそっと指を絡めるようにしていた二人。

　何だか急激に距離が近くなり、そのことに樹里は戸惑うものの、澪の気持ちは嬉しかったし、それまであれこれと考えていたことがふっと解消されたような気がして、嬉しかった。

　ただ、樹里が自分に対して自信がないことは変わらないので、心の奥底ではまだ、「本当に自分でいいのか」と思うところはあるけれど、

「……私も、いろいろ頑張らなくちゃ」

　恋愛はもちろん、せめて少しでも、澪に見合う女性に近づきたい。そのためにも、まずは任されている今の仕事をきちんとできるようになりたい、と樹里は思っていた。

　以前上司から、澪は社員に対し、「それぞれが自分の力で考え、行動することが大事で、最初はいろいろと教えるけれども、自らがいろいろと吸収し、いずれ一人でもプロジェクトを回していけるように成長していってほしい」と話していたというのを聞いたことがある。

　今の樹里は、まだまだ澪や、上司たちにも頼ってばかり。澪の理想には程遠い。だったらまずは今携わっている新規カフェのオープンは成功させ、澪の理想に少しでも近づきたい――樹里は、そう強く心に決めるのだった。










　――その一方で。

「あなたたち、今日は残業？　明日できることは明日に回して、帰れる時は帰らないとダメよ」

「さ、さやかさん！　お疲れ様です！」

　定時でその日退社した樹里とは対照的に、だらだらと残務をこなしながら、例のＳＮＳ投稿に纏わる噂話をしていた、亜里沙たち秘書課員は、打ち合わせから戻ったさやかに声をかけられていた。

　秘書課員たちにとって、さやかは絶対的な憧れの存在だった。

　学歴、外見、華やかなバックグラウンド。その上仕事もできる。普通の女性が欲しいと思うものを、さやかはすべて持っている。

　その上それを鼻に掛けない、人間性――まさに秘書課員たちにとって、さやかはカリスマ的な存在だった。

　亜里沙もそうだが、わざわざプライベートで同じカルチャースクールに通うなど「追っかけ」もいるものの、当のさやかはそれに対して特に否定も肯定もせず、「好きにすれば」というスタンスを取っている。追っかけたちにしてみれば、またそんな対応も魅力的に思っているのだ。










「何か、気になるニュースでもあったの？」

　そんなさやかが、亜里沙たちが皆で見ているスマホの画面へ目を落とす。

「あっ……」

「……これ、勝呂ＣＥＯね。一緒にいるのは……え？　真田さん？」

　さやかは一瞬で、その写真に写っているのが澪と樹里だということに気が付いたようだった。

　きっと頭の回転も速く鋭いさやかは、二人の服装が私服だということにも気が付いているだろう。これが「業務中」ではなく、「プライベート」な時間にとられたものだということも。

「この写真は何？　見るところ、誰かのＳＮＳみたいだけれど」

「は、はい……これは……」

　皆を代表して、亜里沙が状況を説明する。

「……そう、それじゃあたまたま第三者が投稿した写真に、二人が映り込んだってことね」

「そ、そうだと思います」

「それなら仕方ないわ。本人たちが投稿したわけではないわけだし、今のところ特に何も問題は起こっていないのだから、放っておけばいい」

「で、でも！　……真田さん、事業開発室に異動してからずっと、ＣＥＯと一緒にいますよね？　この間だって、わざわざ資料作成について質問に来たりして」

「そうですよ！　そんなの、事業開発室の人に聞けばいいのに、わざわざ！」

　亜里沙が不満を口にしたのを皮切りに、その場にいた皆が一斉に不満を口にする。

「……皆、落ち着いて」

「さやかさん、でも……！」

「ＣＥＯは今回のカフェプロジェクトに力を入れているの。だから少しでも市場調査を重ねて、それらに役立てたいのね。真田さんは担当者だし、事業開発室に抜擢されて異動してきたくらいだもの、きっと彼女の力も必要なんでしょ。それに関しては、私を含め、秘書課のメンバーがあれこれと言うことではないわ」

「さやかさん……」

「……でも、ＣＥＯのことを思って、皆がこうしていろいろと考えてくれていたのは、とても嬉しいことだわ。皆、本当に優しいのね」

　そんな皆を、さやかはすぐに諌めて、尚且つ皆の気持ちを傷つけないようにフォローも入れる。そして、

「さ、そんな投稿は放っておいて、そろそろ帰りましょう。いい？」

「……はい」

　亜里沙たちの不満は消えないものの、尊敬しているさやかに言われてしまったら仕方がない。その場は言われた通りに大人しく退社するも、

「……でも、あの子腹立つよね」

「ちょっとＣＥＯに期待されているからって、調子に乗ってるのよ。少し痛い目を見ればいいんだわ」

　と、不満は不穏な動きへと変わり、新たな火種を起こし始めていたことを、この時の樹里は知る由もなかった。

















第三章












　それから数日後の午後。樹里は三十分後に始まる会議の準備をしていた。

　今日は社内の関係者に対する進捗状況の報告と、今から二週間後に控える例のモニュメント披露会議、そしてその数日後に行われることになった、カフェメニューのお披露目会についての報告が行われる。

　樹里はそれらに関する資料をここ数日作っていて、それを会議で配布しようと思っているのだが、いざ会議室にその資料を持っていこうとしたところ、どうしても――それが見当たらないのだ。

「ちょっと、真田ちゃん。会議、もうすぐ始まるんじゃないの？　早くいかないと」

　会議の予定を把握している真弓が、まだ自席でうろうろとしている樹里を心配して声をかける。

「谷中さん……実は書類が見つからなくて」

「ええ!?　どれ、一緒に探してあげるよ」

「あ、ありがとうございます！」

　樹里は真弓と二人で書類を探すも、やはり見つからない。

「書類って確か……」

「えっと、青い紙ファイルで表紙を作った五枚組みの資料です」

「青か。じゃあ目立ちそうなものだけど……家に忘れてきたとか、ない？」

「機密事項の書類ですので、社外には……」

「だよねえ。真田ちゃん、そういうのはしっかりしてそうだもんね。自分で作ったのなら他部署にあるわけもないし。間違ってシュレッダーかけたとかは？」

「まさか！　そういうのを避けるために、わざと表紙を青い紙で……」

　樹里は真弓に必死にそう説明するも、真弓が念のためにとシュレッダーの中を覗くと、なんと見慣れた青い色の紙クズが大量に発見された。

「真田ちゃん、その青いのは？」

「……これ、私の資料……そんな、どうして……」

　紙屑の一部を摘まみ上げてわずかに残る文字を確認してみると、それは樹里が作っていた資料で間違いなかった。

　もちろん、樹里がシュレッダーにかけた記憶はない。

「とりあえず、まだ三十分あるから、原稿をコピーして作り直そう。青い紙はなくても、内容がちゃんとわかれば良いんでしょう？」

「は、はい」

「私、製本手伝うから。プリンターに飛ばして」

　真弓は動揺している樹里にそう指示をして、席に戻っていった。樹里も急いで書類をコピーすると、製本の準備を整えてくれていた真弓とともに作業を始める。

　真弓はもちろん、樹里は元総務課員。こういった資料の製本などは慣れているので、作業自体は苦ではないものの、

「……それにしてもさあ、真田ちゃんが間違えてシュレッダーしていないとしたら、一体誰が？　人の机にある書類、しかも青い紙を使っているんだよ？　そんなのを勝手にシュレッダーするなんて、かなり悪質よ。私、室内掲示板に注意喚起しておくから！」

「あ、ありがとうございます……でも、机の上に置きっぱなしにしていた私にも悪いところは……」

「だからって、勝手にシュレッダーする？　真田ちゃん、そういうことされる心当たりとかは？」

「いいえ、何も……事業開発室の皆さんには、いろいろ良くしてもらっているので……」

「そうだよねえ……じゃあ、一体……あ」

　と。作業をする手を一瞬留めて、真弓が何か思い出したようだった。「いや、でも」と一度は自分で否定しつつ、やはり気になるのか、それを口に出す。

「もしここの人じゃないとしたら、一つだけ気になる事がある」

「気になる事？」

「そう。……ほら、真田ちゃんさあ、異動してきてから、業務上、ＣＥＯと一緒に行動することが多いでしょ？　ちょっとした噂で聞いたんだけど、秘書課の誰からだったかな……とにかく向こうでも相当話題になっているみたいよ？」

「秘書課……」

　思ってもみない真弓の言葉に、樹里は首を傾げる。

　秘書課と言うとイコールさやか、というイメージがあるからだ。でもそう言った噂と、どうしてもさやかが結びつかない樹里だ。すると真弓が、

「あ、秘書課って言っても、あの森島さやか以外よ。あの人は、そういうのは嫌いだから。まあだからこそ、男女ともに人気があるんだけれど」

「……」

「ＣＥＯってさ、あの通りほら、見た目もいいじゃない？　勝呂澪、スグロミオで『ロミオ様』なんて陰じゃ呼ばれているみたいなの」

「ロミオ様、ですか」

　澪の意外な呼ばれ方に、樹里は少し可笑しくなった。これは今度教えてあげよう、とこっそりと思う。と、

「そ。秘書課の連中はわからないけど、他の部署ではそんな風に隠れて呼んでる女子社員は多いのよ。この間、海外ニュース番組に取り上げられた時、英語で全部対応していたんだって。しかも事前の台本なしで通訳もなしの。それが流れてから、余計にロミオ様ファンが増えちゃって」

「へえ……」

　それは、樹里があのカフェで見た番組のことだろう。確かにあれは本当にすごいと思った。まあ、それをみている最中に、まさか本人がそこに現れたのは驚いたけれど。

　それにしても、澪はそんなに人気があるのか、と樹里は改めて思い知らされる。真弓は続ける。

「でね。その秘書課の連中は、他の女子社員たちとはちょっと考え方が違うみたいで――ロミオ様のことはもちろん好きだけれど、その大好きなロミオ様と、自分たちの大好きな『お姫様』である森島さやかをくっつけたがっているらしいのよ。いわゆる、推しと推し同士をくっつけて幸せにして、周りは沼落ちしてその幸せを見守る、みたいな」

「沼、ですか……」

「実際、真田ちゃんが異動してくるまでは、ＣＥＯは秘書の森島さやかと行動することが多かったから、彼女たちもすごく盛り上がっていたみたいよ。でも、真田ちゃんが異動してきてからは、森島さやかよりも真田ちゃんと一緒に行動することが増えてきたから……彼女たちにしてみれば、真田ちゃんは大きな障害？　くらいに思ってるのかも」

「しょ、障害……」

「まあそれは冗談として、とにかく秘書課の連中は真田ちゃんのことを良く思ってないのは確かだと思うわ。思い出してみると、今日の午前中、秘書課の一人をここで見かけた気がするの。その時は全然気にならなかったけど、今考えると、ちょっと変よね。いる理由が見当たらないもの。どうする？　その子捕まえて、ストレートに本人に聞いてみる？」

「い、いえ……それよりもまずは資料です」

「ああ、そうだったわね……よし、できた！　間に合ったよ、真田ちゃん！　さ、急いで！」

「ありがとうございます、谷中さん。行ってきます！」

　真弓の話に、樹里はショックを受けつつも、今は会議の方が優先だと思うようにして、部屋を出る。

　――まさか、他人のためにそんなことをする人が、社会人になってもいるなんて。

　自分の身に起こったことながら若干信じられない樹里だったが、しかし真弓の言ったことをもとに今回のことを考えると、辻褄は合う。

　ただ、秘書課員がどんなことをしたとしても、澪は今、樹里と付き合っている。

　もちろんそれは、まだ公にはしない方がよいけれど、そんなことをされたところでその事実が変わるものではない。

『昔からさ、いるんだよね。他人の恋愛事情に土足で踏み込んで、勝手に荒らしていく奴。しかも自分の思い通りにしようとする奴が』

　澪が以前、言っていた言葉。それが今、身をもって分かった気がした樹里だった。










　樹里は真弓のおかげで会議にも間に合い、資料の装丁は多少変わってしまったものの、必要な情報は全て出すことができたので、とりあえずホッと胸を撫でおろす。

　そして、会議後真弓へのお礼に自販機で飲み物を購入してから事業開発室に戻ろうとしている時だった。






「真田さん、ちょっといいかしら」

「さ、さやかさん？」

「お話があるの」






　樹里は、急にさやかから声をかけられた。

　周りには誰もおらず、さやかもいつも何らかの書類や手帳などを持っているはずなのに、今は何も持っていない。

　そもそも、さやかの話とは何だろう――樹里が緊張した面持ちでさやかを見つめていると、そんな樹里に、さやかは深く頭を下げ、「ごめんなさい」と謝った。

「え!?　あ、あの、さやかさん？」

　樹里にしてみれば、さやかに謝られることなど何もされていない。何より、あのさやかにこんなことをされるなんてと樹里が恐縮していると、

「実はさっき、うちの課の子たちが話しているのを聞いてしまったの」

「話……？」

「今日の会議で使うはずだった資料。それをわざとシュレッダーにかけたって話です。どんな事情があったにせよ、一企業に勤める人間として、いえ、社会人として許されない行為です」

「……」

　ああ、やっぱりそうだったのか。ある程度予想していたとはいえ、いざ真実を聞かされるとやはりショックだった。

　しかし、そういう行為をしたのはさやかではないし、もちろん彼女が命じたわけではないのは分かっているので、

「あの、でもどうしてさやかさんが謝るのですか……さやかさんはこの件について関係ないし……」

「確かに私は先ほど話を聞くまで、そんなことが起きているとは知りませんでした。でも、彼女たちは私の後輩であり、私のことを考えて、きっとよかれと思って、こんなことをしてしまったのだと思います。ですから、彼女たちのその気持ちに気付かなかった私に、責任があります」

「そんな……」

「一生懸命作った資料をそんなことされて、腹も立ったでしょう。それでも代わりの資料を間に合わせたということは、とても大変だったのでは？」

「それは……」

「謝ったくらいでは済まないとは思いますが、それでも私にはこれくらいしかできませんので」

　さやかはそう言って、もう一度だけ「今回のこと、本当にごめんなさい」と頭を下げる。

　そんなさやかを、樹里は心から尊敬した。他人のためにこんな風に頭を下げられる人など滅多にいない。

　でもそれ故に彼女は人に慕われるのだとも、同時に思った。

　美人で、頭もよくて、仕事もできて。尚且つ、こんなことができる人は滅多にいない。

　秘書課員たちが憧れるのも分かる。確かに今回されたことは腹が立ったものの、さやかのこの行動でそれもすっかり解消され、逆にさやかに少し申し訳なく思う樹里だった。

「……それじゃあ、私はこれで」

　そんなさやかは、頭を上げこの場を去ろうとしている。

「あ、あの！」

　樹里はそんなさやかを、樹里は思わず引き留めていた。

「はい」

「あっ…えっと、その……」

　自分でも、何故彼女を引き留めたのかよくわからなかった。

　別に、今謝られたことをネチネチと言うつもりもなかった。もちろん、ただの世間話をしたかったわけでもない。が、そんな樹里でも分からないその「理由」を、さやかは悟ったようだった。

「……私は、卑怯なことは嫌いだし、もちろんそれを正当化することはしません」

「わ、分かってます。さやかさんはそういう人じゃ……」

「でも……私はそういった行動はしませんし許せませんけど、彼女の気持ちがわからないわけではないですよ」

「え？」

「私もあなたと勝呂ＣＥＯ、いえ、澪さんが、万が一恋愛関係にあるとしたら、それには納得したくありません」

「！」

　さやかの言葉に、樹里はハッと息をのむ。そんな樹里に対し、

「……私と澪さんが学生時代からの知り合いだというのは、ご存知ですか？」

「は、はい。確か同じ大学の先輩後輩だと」

「私たちは、同じ経済学部で……共通の友人を介して出会いました。それ以降私、ずっと澪さんのことが好きだったんです。この会社だって、彼のお父様の会社だから入社したんです。彼がいずれＣＥＯを継ぐことは分かっていたので」

「！」

「……だから正直、あのＳＮＳの写真を見せられた時、驚きました。だって澪さん、いつ私が誘っても来てくれないから。いつも、他の誰かと一緒じゃないと来ない」

　さやかはさらりとそう言って、樹里を見つめる。

　その瞳の奥には、強い力というか強い光が灯っているように見えた。

「だからこそ、同時に思いました。ああ、絶対にこの人には負けたくないって」

「っ……」

「……そういうことです。少なくとも、私はあなたより澪さんのことを知っています。付き合いだって長い。澪さんの事、絶対に振り向かせてみせますから」

　さやかはそれだけ言うと、今度こそ樹里の前から去っていった。

　一人その場に残された樹里は、飲み物を持ったまま立ち尽くしている。

　気が付くと、その飲み物を持つ手が震えていた。

　澪のことを、これほどまでに強く、ずっと思い続けてきた人がいる。それを知ってしまったからだろうか、それとも、その相手がさやかだからなのか。樹里の知らないところで、さやかが澪をそんなに誘おうとしていたというのを知ってしまったからだろうか。

　いや、きっとその全てだと樹里は思う。










　そう――澪と二人でカフェにいる時、何度か、さやかの話題が出ることもあった。

「森島は本当によく気が付くし、俺もだいぶ助けてもらっているよ。社外にも評判が良くて、中には森島のことを気に入ってアポイントを取りたがる取引先もあるんだ。でもアイツ、そのあしらい方が上手くて」

「へえ……」

「学生時代から、それに慣れていただけのことはある」

「……モテそうですもんね、さやかさん」

「まあね。でも容赦なくあしらうのに、寄ってくる男は絶えないんだ。それどころか、どんどん増える。そういうのって、ある意味才能だと思う」

　その時に澪はいつも、さやかのことを褒めていた。むしろ悪い話が出たことがない。

　その他にも、今でも学生時代の友人たちと一緒にさやかともテニスをしていること、友人に仲を取り持つよう何度も頼まれたこと等々、いろいろな話は聞かせてもらっていた。

　樹里も、それに対していつも笑顔で聞いていた。

　でも、そのさやかが――実は学生時代の時からずっと澪のことが好きだったとなると、話は変わってくる。しかも、澪は教えてくれなかったけれど、さやかは何度も、澪を誘っていたのだ。それを初めて知らされた樹里は、酷く動揺した。その上、そのさやかに「必ず振り向かせてみせる」と言われたら――樹里にしてみれば不安しかない。

　さやかは秘書だし、必ず毎日、澪と連絡も取りあう。確実に樹里よりも長い時間、澪と一緒に過ごす人だ。

　澪も、さやかを少なくとも悪くは思っていないし、信頼している。

　そんなさやかが。誰が見ても美人で、仕事もできて信頼もされているさやかが、本気で澪にアプローチしたら、樹里からあっという間に澪を奪えてしまうのではないか。そんなことさえ思ってしまう。

　せめて樹里がさやかに勝る部分があればと思うも、考えれば考えるほど思いつかないし、現実を思い知らされて落ち込んでしまう樹里だった。

「……」

　――でも、恋愛は当人同士の問題だから。きっと、大丈夫。いくらさやかさんが本気になったって。

　以前に澪に言われた言葉を再び思い浮かべながら、樹里は幾度となく自分にそう言い聞かせる。

　しかし、自分では何度大丈夫だと言い聞かせても、頭の片隅では常にそのことを気にしてしまう。

　それは、これから少しの間忙しくなるために澪とゆっくり会えなくなることも関係しているのかもしれない。

　自分はメッセージのやり取りだけだけれど、さやかは。比べても仕方がないことなのに、何度でも悪い想像をしては落ち込んでしまう。

　下手に澪に話して、余計にさやかを意識させるのも嫌だった。となると、自分自身で抱えるしかない。

　しかし、時間が経てばたつほど、樹里の心配は増すばかりだった。

　そして、その日以降、澪とさやかが一緒にいるところを見る度に、樹里は胸がかき乱されるような思いに駆られるようになっていったのだった。






　　　＊






　それから、数日後。

　いよいよ、スポンサーからの追加出資を正式決定してもらうための重要な会議を、翌日に控えた日の事だった。

　あの日以降、いろいろと考えてしまい仕事中も気がそぞろになりつつある樹里は、その日もぼんやりとしながら業務をこなしていた。とそこに、

「真田ちゃん、明日の会議に使うホテルから、荷物搬入完了の連絡が届いてたよ」

　届いたばかりのＦＡＸ用紙を手に、真弓が樹里のもとにやってきた。

「ねえ、何か最近ぼんやりしているけど大丈夫？　もしかして疲れてるんじゃない？」

「え？　あ、いいえ、大丈夫です……」

「それならいいけど、辛かったら言いなよ？　休むことも時には必要なんだから」

　いつも樹里を気にかけてくれる真弓の優しい言葉に樹里は感謝するも、ぼんやりしている理由が理由なだけに、心苦しくもある。

「……しっかりしなくちゃ。明日は大切な会議だし……」

　そう、明日の会議次第で、追加出資の数億円が決まる。澪がいろいろお膳立てし、樹里がその後を引き継いでこの日をとうとう迎えるのだ。

　ボンヤリしている場合じゃないぞ、と樹里は「よし！」と気合を入れて渡されたＦＡＸ用紙に目を通す。

　ホテル側からのＦＡＸには、明日の会議のための機材やサンプル、ノートパソコン等々が表にまとめられて書かれていた。

　樹里は、それに一つ一つ目を通すも――最後まで目を通した時に、ある異変に気が付いた。

　明日は会議が朝の九時から開始されるため、必要な物は全て前日の今日までに、ホテルに納品されることになっている。

　それなのに、一つ、その中にないものがあった。

　例の、モニュメントだ。

「……どうして？　あれも今日届くはずなのに」

　樹里は慌ててホテルに連絡するも、やはり届いていないと言われてしまう。しかも本日はこれ以降の荷物納入予定もなく、明日については午後一時以降だとも言われる。

　当然その時間には会議は終了している。

「っ……」

　樹里はすぐに業者とやりとしたメールを確認し、日付表記を確認する。

　すると――なんと最後にやりとりしたメールに添付されていたエクセルデータの中の、発送指定日が一か月ずれていた。

　もちろん業者からは発送されていない。今から急いで発送してもらったとしても、遠方のために確実に間に合わない。

「どうして……ちゃんと確認したはずなのに！」

　樹里は血の気の引いた表情で画面を見つめながらそう叫ぶも、すぐにハッと息をのむ。

　もしかして、考え事をしながらメールをチェックしていた時、見落としてはいけない入力ミスを見逃したのだろうか。

　業者にしてみれば、モニュメントを追加出資が決まる会議で使うことなど知るわけがないし、納品日が当初よりも一か月ずれたところで、「ああ、開店が延期になったのか」と思う程度だろう。

　これは完全に樹里のミスだった。

「……あの！　すみません、実は……！」

　樹里は急いで上司にこの件を報告する。当然上司も追加出資の件を知っているので、すぐに澪に連絡を取るようさやかに指示する。

　報告を受けた澪が外出先から急遽戻って来て、状況を確認するも、

「で、モニュメント自体はまだ、工場の方に？」

「は、はい。可能なら今夜の飛行機で取りに向かうのですが……！」

「いや、それは止めた方が良い。何かあって、壊れでもしたらそちらの方が問題だ。それよりも、モニュメントがない以上明日の会議をどうするか、すぐに考える」

「この度は申し訳ございません！」

　状況を確認し急いで執務室に戻って行く澪と、それについていくさやか。その二人に向かい、上司も、そして樹里もただ頭を下げるしかなかった。

「……真田さん、君ねえ……いや、もう起こってしまったことを責めても仕方ない。とにかく、今はどうリカバーできるかを考えよう。いいね？」

「は、はい！　本当に申し訳ありません！」

「……とにかく、ＣＥＯがどう判断して対処するか、決まるのを待つしかないだろう」

　上司の言葉に、樹里はただ謝るしかできない。

　この会議がどれほど重要か、何度も澪からも聞いていたし、樹里も理解していたつもりだった。それなのに、最後の最後で、とんでもないミスを犯してしまった自分が、情けなくて仕方がない。

　やがて退社時間になり、少しずつ社員たちがいなくなっていく。

「……真田ちゃん、きっと大丈夫だよ」

「谷中さん……」

「ね？　きっと何とかなるから」

　今にも泣きだしそうなのを必死で堪えているのが分かるのか、真弓が樹里を気遣って帰り際に声をかけてくれるも、樹里はただ頷くしかできない。

　やがてそこから一時間過ぎ、二時間過ぎ――三時間が過ぎようとした時、事業開発室にさやかがやってきた。

　樹里と上司は急いで席を立ちあがる。さやかは二人のもとに小走りにやって来ると、

「……検討した結果、会議は予定通り明日の九時、開催することになりました」

「モニュメントの件はどうするのですか？」

「それなんですが……ちょっと考えがあります。それに関しては私と、ＣＥＯで対処しますので、お二人は、本日はもうお帰りください」

　そう言って再び戻ろうとする。

「そんな……帰るなんてできません！　だって私のミスでこんなことに……それに、お二人がお仕事されているのに、当事者の私が帰るなんて！」

　樹里は慌ててさやかにそう訴えるも、さやかはそんな樹里を一瞥すると、あくまで冷静な口調でこう言った。

「……じゃあ逆に伺いますが、真田さんが残ったところで、何ができるんですか？」

「え……？」

「モニュメントをメインに使わずに、カフェのイメージを具体的に参加者に訴えるプレゼン資料が、あなたに作れますか？」

「そ、それは……」

「明日の会議の進行予定を変更しながら、いかにモニュメントがなくても予定通りの方向に話を持っていくためにどうするか、あなたにそれが考えられますか？」

「っ……」

「できる人が、できることをやって対処する。それは当然のことです。申し訳ないですが、今、真田さんにできることはありません」

　さやかはきっぱりとそう言い放つと、「そういうことなので、お願いします。それではまた明日、会場で」と上司に頭を下げ、事業開発室から出て行った。

「……仕方ない。真田さん、今日はもう帰ろう」

　上司はさやかからの伝言を素直に受け止めて、樹里にもすぐに帰るよう念を押して先に出ていく。

　樹里もそれは分かっているものの――自分の情けなさと無力さに酷く落ち込み、しばらくはその場から動くことができなかった。










　さやかの言うことはもっともだし、正しい。

　ようやくプレゼン資料を作れるようになったようなレベルの樹里に、ミスをリカバーしつつ、なおかつ魅力を感じさせるプレゼン資料などできるわけがない。それに、会議の進行予定を変更しつつ、プレゼン内容も考慮しながら全てを自分たちの思うように持っていく計画など、作れるはずもなかった。

　きっとそれができるのは、澪であり、さやかなのだろう。実際、「二人で対処する」と言っていた。

　きっと今夜、徹夜で二人は作業をするはずだ。樹里のミスのせいで。






　――ああ、なんて情けないのだろう。仕事ができないだけじゃなく、たくさんの人に、いや、会社にもこんなに迷惑をかけてしまって。






　あまりの情けなさに、樹里の瞳から大粒の涙が零れ落ちる。

　それを必死で手の甲で拭うも、涙は次から次へと流れ落ちてきて、ぼたぼたと床に落ちていく。

　何かをしたいのに、今はここから帰ることだけが自分にできることだなんて。自分の無力さに本当に嫌気がさす。

　と、そんな樹里のスマホが急に短く振動した。メッセージを受信したらしい。

　涙を拭いながら画面を見ると、澪からたった一行、『気にしなくていい。大丈夫だから』とメッセージが入っていた。

　もしかしたら、先程のやりとりをさやかが澪に話したのかもしれない。それで気を使ってこうしてメッセージを送ってくれたのかもしれないが、今の樹里にはその気遣いさえも辛かった。

「……」

　樹里は少し考えたが、一言「本当に申し訳ありませんでした」とだけ返信をする。

　そして、涙があらかた収まった後、会社を――出る前に、少し迷ったが、さやかたちのいる最上階へと向かう。

　廊下の電気も落ちている中、秘書課の灯りはこうこうとついていた。

　そこでパソコンに向かいながらどこかに電話し、何かを打ち合わせているさやか。そしてその近くのデスクで資料を作っている澪。

　きっと先ほど樹里が返したメッセージには気が付いていないだろう。

　二人は時折、お互いの画面を見せ合いながら話し合い、そして再びそれぞれの作業に没頭している。

　そんな二人の「世界」に割って入るなど当然できない。いやそんなことできるはずもなかった。

「……」

　樹里は二人に気付かれないように、深々と頭を下げた。

　そんな樹里の目に自分が履いているパンプスが映る。随分と履きなれて足に馴染んできたはずなのに、今日に限っては踵に鈍い痛みをずっと感じている。まるで、これまでのパンプスとは全く違うものを履いているかのように。今までのパンプスは、もう履けないのだとでも言われているかのように――

「……」

　樹里はゆっくりと頭を上げると、涙を滲ませながら一人、会社を後にしたのだった。










　翌日。予定通り、ホテルに設置した会場で会議はスタートした。

　澪もさやかもほぼ徹夜で作業したようで、会議スタートまでに資料も全て揃っていた。

　それには樹里たちも驚いたが、もっと驚いたのは、その新しいプレゼン資料の内容だった。

　なんと、実物がない代わりに、これまでこちらの手元に置いていたモニュメントの写真を使った動画の披露。それに合わせた、澪のプレゼン。そして――

「……さて、最後にご覧いただきたいものがあるのです」

　プレゼンも終盤に差し掛かった時の事だった。澪がそう言って軽く手を挙げる。

　するとそれを受けたさやかが、どこかに電話をかけてなにやら指示を出していた。そして一度だけ澪に頷いて見せる。

　その瞬間、会議参加者に配布されていたそれぞれのノートパソコンの画面に、一斉に例のモニュメントの映像が映し出されたのだ。しかもそれは、どこかの街のカフェの入口。今度オープン予定のカフェの立地条件によく似た場所だった。

　その映像に、会場も一瞬どよめく。もちろん樹里たちも初めて見る映像だったので驚いていると、

「立地条件や内装が比較的にている実際のカフェに置いてみて、このモニュメントがそう映えて見えるのか、この機会に検証してみました。皆さん、いかがでしょうか？　当初のテーマ通り、光と緑、そしてカフェに集う人々に融合する素晴らしいモニュメントだと当社は考えています」

　澪はそう言って、再びカフェのコンセプト等についてプレゼンをしていく。

　それは、「発送日を間違えてモニュメントが届かないため緊急で考えた策」というのを微塵も感じさせない、尚且つ自然な流れだった。会議参加者たちも、各々がパソコンを操作しながら、画面の向こう側のモニュメントをいろんな角度で見てみて、コンセプトとのマッチングを確認している。

　それは具体的なイメージを持ってもらうのに十分なプレゼンで、結局この映像が決め手となり、例の追加出資は無事決定したのだった。










「いやあ、今日はお見事でした！　あんな素晴らしいプレゼンを、あんな短時間で！」

「お疲れさまでした！」

　――会議終了後。正式契約も済み、澪とさやかが皆のもとへ戻ってきたところで、その場にいた皆が拍手で二人を迎える。

「あの映像は森島の提案なんだ。どうせ届かないのなら、それを逆手に取ろうってな」

「……うちの父の知り合いが、モニュメントを作る工場の街にたまたまいましたので、そのつてを使わせてもらっただけです。それに、あの街に今度のカフェと似た感じのカフェがあることを調べていたのは、ＣＥＯなので。その情報を使わせていただいただけです」

　澪がプレゼン内容を考え、さやかがそれをサポートするような環境を作る。

　しかも澪のために、自分の持っている人脈を精いっぱい活用して、全力で彼を支える。

　そんな二人に、「まさに名コンビ」と誰かが言った。

　それと同時に改めて、非常事態を乗り切った二人に拍手が送られる。

「……」

　樹里も、皆から一歩引いたところで拍手をした。拍手をしながら、改めて自分の無力さを思い知らされたような気がした。

　――ああ、やっぱりさやかさんには敵わないな。私にはこんなこと、絶対にできないもの。

　澪は気にするなと言ったけれど、そんなことはできないし、できるはずがなかった。

　今回のことで全てに自信をなくした樹里は、会社に戻り始末書を書いた後、そのまま上司と話をした。そして、このカフェプロジェクトから外れたい旨を伝える。

　上司は少し迷ったようだったが、今回の件を鑑みて樹里の希望を承諾し、それを澪にも報告した。










　当然澪はそれに納得できず、樹里にその理由を尋ねてくるも、

「……だから、私には向いてなかったんです。それだけです」

「もしかして、この間の失敗を気にしてるのか？　ああいうことは誰でも一度や二度……」

「違います。これは私の……私の問題です。そもそも私、総務課にいたんですよ？　やっぱりこういう仕事は向いてな……」

「そんなの、やってみなければわからないだろ！　それに俺が思う所、樹里は……」

「決めるのは私です！　……澪さんにとって、このプロジェクトがどれだけ大切かは、私にも分かってます」

「なら、なんでだよ。このプロジェクトに、樹里の力は絶対必要だと思ってる。力を貸して欲しい」

「そんな気休め、言わないでください！　実力もないのにこんな部署に来て、私にそんなことできるわけないじゃないですか！　それなのに私、勝手に勘違いして……」

「実力もないのに、なんて言うな！　それに、まだ始まったばかりじゃないか。最初からそんな風に諦めてしまったら、本来はできるはずのこともできなくなる！」

「だったら……私じゃなくて、最初から全てできるさやかさんにお願いすればいい！」

「樹里……」

「無理なの。私にはもう無理なの！　私、どんなに努力したって、あんな風にはできないもの……澪さんの期待にはきっと、応えられない」

「……」

「とにかく、根拠もないのにあなたの都合でもう、私を振り回さないで！　もう、そういうのは嫌なの！　放っておいてください！」










　忙しい時間を縫い、樹里と向き合おうとしてくれた澪に対し、樹里は一方的にそう言い放つ。

　自分がいかに我儘で勝手なのか、自分が一番わかっていた。

　でも、心が一度折れてしまうと、元に戻すのは難しい。

　今の樹里はあらゆることに自信を失い、何もかもを投げ出してしまいたいような状況だった。

　こうして樹里はプロジェクト担当から、真弓とともに内勤の庶務事務の担当になったのだったが、担当が正式に変わる翌週半ばまでは、思い切って有給休暇を使って会社を休むことにした。

『……樹里、一度連絡をくれないか。ちゃんと話をしたい』

　そして、澪から何度もそんなメッセージや、電話もかかって来るも全て応答しないでいた。

　そんな不義理をしていればどうなるのか。樹里もそれは分かっていた。

　でも、こんな情けない自分なら、澪だってきっとその方が良いだろう――そんなことまで考える樹里は、いろいろ考えたもののスマホの電源を落とし、澪が連絡をしなくなるのを待つことにしたのだった。

















第四章












　使える有給休暇は五日。気持ちの切り替えをするには十分な日数だと思われたものの、思った以上に樹里のダメージは強く、全く気が晴れない。

　とりあえず、いつも着ていたスーツはクローゼットの奥にしまい込み、少し履きぐせがついてしまったパンプスも、下駄箱の奥に押し込む。自分の見える範囲にそういったものがなければ、きっと少しは――そう思ったものの、そんなことをしたところで、結局は何も変わらなかった。

　そんな樹里は、ベッドに寝転びながらふと、テーブルの上に置いてあるスマホへと目をやる。

　スマホは相変わらず電源を落としているので、澪との連絡は断ったままだった。いや、澪からは来ているのかもしれないけれど、それを確認する気になれないのだった。でも、いくらそう思っていても、部屋に一人でいるとどうしてもスマホを手に取ってしまい、思い直して充電器に置くの繰り返しになる。なので、






「あら、珍しい。平日なのにどうしたの？」

「ゆ、有給休暇がたまってたから、消化しようと思って」

「あらそう。じゃあゆっくりしていけるのね」

「うん……」






　樹里はスマホを部屋に残し、一時的に実家へと帰ることにしたのだった。

　そこで家族にいつものように創作カフェ飯を振る舞ったり、久しぶりに母親と一緒に平日のカフェランチを楽しんだりしてみても、どうしても頭の中では同じことばかりを考えてしまい、どこか上の空になる。結局、何日経っても場所を変えても、あの日のことばかりを考えてしまっている。






　――そもそも、自分に自信があるわけではない樹里。

　それは、容姿はもちろん、仕事もなにもかもにおいてだ。

　ごく普通に生活して、休みの日は好きなカフェ巡りをして、一人であれこれ妄想して。それだけで幸せだった。

　だから就職してから三年間、就職時に自分が考えていた通り、縁の下の力持ち的な働き方で何かしらカフェに関わる仕事ができればいい。それだけで幸せ。そんな気持ちで毎日を過ごしていた。

　でも急に事業開発室に異動になり、そこで澪と出会い、仕事の楽しさややりがいを知った。

　今までは言われたことをこなすだけだったのに、データを集めて解析したり、提案を資料として形にしたり、あれこれ話し合って新たなアイデアをだしたり。最初は戸惑ったものの、どれもが楽しく思えるようになった。

　そんな中で澪とも近づき、恋人関係になって。せめて澪の隣りにいても恥ずかしくない女性になりたいと、だんだん思うようになっていった。

　でも、現実はそううまくいかない。

　樹里がああなりたい、こうしたい、目指したいと思うものを全て兼ね備えた女性がいて、しかも澪のことが好きで――樹里のミスのせいでプロジェクトや澪がピンチの時も、樹里ではなく、彼女が澪に寄り添い、そして力になった。樹里は何もできずにただ、二人を見ているしかなかった。

　何を思って澪が樹里をこの部署に呼んだのかは今もよくわからないけど、あんな大きなミスをして、澪だって本音は樹里にがっかりしただろう。

　それに、あの時、さやかが考えた人脈を駆使した意表を突くプレゼン方法も、樹里にはきっと思いつかなかった。樹里は自分の無力さを痛感し、そして澪の隣りで輝いて見えるさやかに対し、「ああ、この人にはかなわない」と悟ったのだ。その上、樹里を心配し、励ましてくれた澪に、酷いことまで言って。






「……自分勝手だな、私」

　仕事ができないのもコンプレックスを抱いているのも、全て樹里の問題だというのに、当たり散らして。樹里はそう自分に対して吐き捨てる。






　身勝手な上に、澪との連絡も拒否し続けている。さすがに連絡を絶って四日。澪も諦めただろうし、樹里に呆れただろう。

　澪が忙しいことは、樹里が一番分かっている。そんな相手にいつまでも構ってはいないだろうし、それに彼の傍にはさやかがいる。追加出資の件でもさらに二人の距離は近づいただろうし、澪だってさやかといた方が。そうだ、それがきっと本来あるべき状態なんだ、と樹里は自分に言い聞かせようとする。

「……樹里？　どうしたの、ご飯冷めるわよ」

「あ、うん。いただきます……」

「姉ちゃん、相変わらずボーっとしてるよなあ。そんなんで、大丈夫なのか？　社会人生活は」

「樹里、疲れているならもう少しきちんと休んだらどうだ？　なんなら、一人暮らしをやめて帰ってきてもいいんだぞ」

「だ、大丈夫よ。でも、心配してくれてありがとう」

　そんな樹里を、家族は皆心配していた。樹里はそれが何だか申し訳なく、そしてそのおかげで決心がつく。

　――いい加減、踏ん切りをつけないと。明後日からは庶務担当になるんだし、もうこれまでのことは忘れよう。そして澪のことも、もう。

「あら、帰るの？　明日もまだ休みなんでしょう？　だったら泊っていけばいいのに」

「ありがとう。でも、そういえば洗濯とか掃除とか全然してなかったなあって思って。休みが終わる前にやっぱり、早めにそういうの済ませておきたいから」

　結局樹里は、当初の予定より一日早く実家からマンションへと戻ることにした。

　本当は洗濯も掃除も溜まってなどいないけれど、それでも、一人でいても考え事をしないようにと部屋の模様替えや掃除に集中して、気を紛らわせるために努力するのだった。










　ところが、その翌日――樹里の有給休暇最終日のこと。

　いい加減スマホだけは電源を入れないと――と、樹里は数日ぶりにスマホに電源を入れ、充電器に置く。

　スマホの画面には、澪からのメッセージや着信通知が何件も表示されていた。

　しかしそれも二日前まで。それ以降はパタリと止まっている。

「……」

　こんなことをしていればそうなるのは承知していたはずなのに、それを見て心のどこかでショックを受けている自分を、樹里は酷く自分勝手だと思った。そしてまた落ち込みそうになるも、それじゃ今までの繰り返しだと、通知を全て消し、留守電もメッセージも確認しないでそのまま消去した。

　――これで、いいの。こうしないと、私は。

　樹里はため息をつきながら、スマホを再び充電器に置く。そして再び気持ちを切り替えて部屋の掃除をしようとしていると――そのタイミングで着信があった。

「！」

　まさか澪から――と一瞬ドキリとするも、なんと画面に表示されている名前は「谷中真弓」。珍しく、真弓からの着信だった。

「え、谷中さん?!　一体どうしたんだろう……」

　時計に目をやると、現在午前十時二十五分。平日のこの時間はもちろん業務時間内のはずだし、昼休憩を取るには早すぎる。

　それに、真弓とは連絡先は交換しているものの、こんな風にどちらかが休みの日に連絡を取り合うなんてことなかった。

「……はい」

　樹里は戸惑いながら、真弓からの電話を受ける。すると、

『真田ちゃん、お休みの日にごめんね！　今、ちょっと話せる?!』

「え？　あ、はい。どうしたんですか？」

『あのね、私、今、イベント会場に来ているんだけど……』

　電話の向こうの真弓は、珍しく焦っているのか、少しだけ声が上ずっていた。

　イベント会場、というのは、恐らく例のカフェオープン前のイベント――一般向けのプレスリリース前に、関係者向けに提供予定のカフェ飯を披露し、カフェ内部を疑似体験してもらうためのイベントのことだ。

　本来ならこの前の会議同様、樹里が携わっていたのだが、樹里が急遽担当から外れることになったので、上司に業務を引き継いでいた。

　恐らくイベント当日の人手が足りず、庶務事務担当の真弓も狩り出されたのだろう。

　樹里は真弓に申し訳ないと思いつつ、彼女の話をそのまま聞く。

『イベント自体は午後からスタートだから今は準備中なんだけど、ちょっと困ったことになってて……』

「困ったこと？」

『ええ。イベントで提供するはずのカフェ飯の材料なんだけど、違うものが届いて……』

「！　そんな……私、ちゃんと確認して発注していて……！　ああ、私もしかしてまた間違えて……！」

　この間の会議の発送日確認ミスの件が蘇り、樹里の顔からさっと血の気が引く。

　そして、自分の仕事のできなさに心底嫌気がさし樹里が落ち込むと、

『ああ、違う違う！　真田ちゃんは悪くないのよ！　真田ちゃんの発注に対し、業者が誤って違う食材を送ってきたの！　真田ちゃんにはなんの責任もないのよ』

　真弓は慌ててそうフォローした。どうやら今回は、業者側の完全なミスのようだ。その点は樹里もほっと胸を撫でおろすも、

「……でも、納入された食材が違うってことは、提供ができないメニューがでてしまいますね？」

　そう。発注した食材を使うメニューを披露し、実際のカフェの疑似体験をしてもらう企画だったはずなので、食材がなければその部分ができなくなってしまう。

　そうすると、今回のイベント自体の意味合いも変わってしまうのでは――樹里がそんなことを考えていると、真弓も同意見のようで、

『そうなの。それで、何とか誤って届いた食材を使って別のメニューを作ることができないかをみんなで考えているんだけど、カフェ飯って、普通に家で料理を作るのとは違うじゃない？　もちろん事業開発室の中にはカフェ好きな人もいるから、食べたことはあっても、いざ自分で、食材を前にメニューを考え出すって難しいのよ』

「……。でも、そちらには……さやかさんもいますよね？　さやかさんなら、そういうのも何とかできるのでは……」

　――本当は、こんなこと言いたくなかった。しかし樹里の脳裏にはさやかのいつも完璧なあの佇まいが浮かび、きっとこういう時も彼女がイベントを、いや澪を助けるためにいろいろと努力するのでは、と思ってしまう。ところが、

『それがさあ、あの人はこういうのダメなのよ』

「え？　ダメって？」

『確かにあの人、育ちもいいし食通なのかもしれないけど……料理を作る方は全くダメなんだって。このトラブルが発覚した時、真っ先にそう言って自分には代わりの食材でメニュー考案は無理、って言っていたから』

「！」

　真弓からの意外な情報に、樹里は驚く。

　何でも完璧にこなせるさやかにも、そんなウイークポイントがあったとは。

　意外だな、と思いつつも、そうなってくると状況は非常に変わってくる。

「え、じゃあさやかさんも対応できないってなると、どうするんですか……？」

『もうっ。だから真田ちゃんに連絡しているんじゃない！』

　そんな樹里に対し真弓はそう叫ぶと、

『……だから、今、電話を代わるから。ちょっと待ってて！』

「代わる？　え？　谷中さん？」

『……』

　樹里の問いかけに真弓は答えず、その代わり電話の向こうでガサガサッという音と、床を足早に移動する靴音が聞こえた。

「谷中さん？　どうしたんですか？」

　場所移動したということは、電波でも悪かったのだろうか。別にそんな風には感じなかったけれど――と、真弓に呼びかけながら樹里がそう思っていると、

『樹里』

　樹里の問いかけに対し、返ってきた声は明らかに真弓のものではなかった。

　でも、その声が誰の声かは樹里にもすぐわかった。

「……澪さん」

『すまない。俺が電話しても絶対に樹里は出ないだろうと思って、彼女にお願いしたんだ。樹里が、彼女とは事業開発室でも仲が良いって、前に言っていたから』

　声の主は、澪だった。どうやら真弓は澪に頼まれて自身のスマホで連絡をしたらしい。

　確かに、真弓からの着信だったから樹里は電話に出た。でもそれがまさか澪からの依頼だったとは――樹里は驚いて言葉を失う。しかしすぐに我に返り電話を切ろうとするも、

『切らないでくれ。もう少しだけ』

　それを察知した澪が、樹里を止める。そして、

『……今日のイベントのこと、聞いた？　彼女から』

「はい……違う食材が届いて、それで急遽違うメニューを考案して作らないとって……」

『ああ。でもどうしてもいいものが生まれない。何か違うんだよ。俺の考えているものと。それに、俺の考えているものを実際に形にするにしても、何か違う気がして、正直迷っている』

　澪の口から「迷っている」なんて言葉が出てくるとは思わなかった。樹里は少し驚く。

　するとそんな樹里に対し、『でも』と澪は続けると、一息置いた後にこう続けた。

『でも俺は、樹里ならできるような気がする。いや、できると思ってる』

「！　どうして私が……私にそんなことできるわけないじゃないですか……！　さやかさんだってできないのに、私になんて……」

『何でそこで森島が出てくるんだ。森島は関係ないだろう？　これは樹里ができるかできないかの問題だし、少なくても俺は、樹里ならできると思ってる』

「そんな……根拠もないのに、そんな適当なこと……！」

『根拠ならあるよ』

　すると。澪はそう言って、あくまで後ろ向きな樹里の言葉をせき止めた。そして、

『……前に樹里は、どうして自分を俺が事業開発室に引っ張ったのか不思議がっていただろう？　俺が今、樹里ならできるって思う根拠はそれに関係している』

「え？」

『今は時間がないからそれをゆっくり話せないけれど、この件が終わったら必ず、ちゃんと話すから。だから今は、俺の言葉を信じて、俺を助けてくれないか。俺には、樹里の力が必要だ』

「っ……」

『……悪い、もう行かないと。とにかく樹里、俺は待ってるから』

　樹里の返事を聞かないまま、澪の電話はそこで切れてしまった。

「澪さん……」

　すでに切れたスマホを握りしめたまま、樹里は小さく呟く。

「そんなこと言われても、困るよ……私、そんなの……」

　樹里はスマホを充電器に置いて全てを聞かなかったことにしようかと考えるも、

『森島は関係ないだろう？　これは樹里ができるかできないかの問題だし、少なくても俺は、樹里ならできると思ってる』

　そう、迷いのない真っすぐな声でそう樹里に伝えた澪の声が頭から離れない。

　確かに樹里は、カフェ飯の考案も、食材を使ってオリジナルのメニューを作るのも得意だ。

　でもそれはあくまで趣味程度だし、澪の力になれるかなんて――会議の時のさやかのようにうまく立ち回れる自分が全く想像できない樹里は、どうしても後ろ向きに物事を考えてしまう。

　しかし、澪はそんな樹里を信じる、と言っている。しかもちゃんと根拠もあると。

「……」

　樹里は迷っていた。

　正直、できるかどうかの自信なんてない。でも、もしもできるとしたら。これまでの「何か」が変わるチャンスにも繋がっていくかもしれない。

　それに、こんな状態の樹里を今もなお信じる、と言ってくれる澪を思うと――






「……」

　電話を切ってからしばらく、樹里は迷っていた。

　ふと時計を見ると、時刻は既に十時四十分。午後一時からのイベントでメニューを提供することを考えると、もう時間はない。

　――急がなくちゃ。とりあえず貴重品と、カフェノートかな。服はこのままでいいや。だって私、もうプロジェクトの一員じゃないし、会議に直接でるわけじゃないから……。

　荷物が入ったカバンを持ち、樹里は一度、姿見の鏡の前に立つ。

　プロジェクトにいる時は、スーツを身につけていた。でも今は、編み込みが特徴的な白い薄手のニットに、くるぶしまで隠れるくらいの長さの、ふんわりしたＡラインのスカート。休日なので完全な私服なのは仕方がない。

「……」

　樹里は一度目を瞑り、大きく深呼吸をした。そして――すぐに大通りで出てタクシーを拾い、イベント会場に向かう。










　樹里がタクシーでイベント会場に着いたのは、それから三十分後だった。

「あ、真田ちゃん！　こっちこっち！」

「や、谷中さん?!」

　その樹里を、会場の入口で何故か真弓が待っていた。樹里が来るなんて保証は全くなかったはずなのに、と思っていると、

「ＣＥＯがね、真田ちゃんが絶対に来るはずだから、入館証を持って入口で待っていてくれないかって。ほら私、セッティングとか受付以外に何もできないし、手も空いていたから」

　真弓はバツが悪そうにそう笑いながら、樹里に会場への入館証を渡す。そして、

「こっち！　一緒に来て」

「は、はいっ……」

　樹里をイベント会場のすぐ傍に設置されている厨房へと案内する。

　厨房の中には、数名の事業開発室社員と、さやか、そして澪がいた。

　皆真剣に食材とメニューについて話し合っているものの、未だ代わりに提供するメニューはできあがっていないようだった。
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「失礼します！」

　そのメンバーに、真弓が声をかける。

「……真田さん？」

　その声に反応し、やってきた樹里に一番先に反応したのはさやかだった。

　もちろん、急にこのプロジェクト担当から外れ有給休暇を消化していた樹里が急に姿を現したことに、さやかはもちろん、他の事業開発室の社員たちも驚いていたが、

「間に合ったな。じゃあさっそく、見てくれ」

　その樹里を呼び寄せたのは、澪だ。

　なので澪は一瞬だけニヤリとするも、それ以上は特に反応せず、すぐに樹里を自分たちの中へと引き込む。

「は、はい」

　樹里も皆に挨拶もそこそこ、さっそく食材とメニュー表を見比べる。

　そして澪の意見や、皆の意見も取り入れつつ、

「……当初のメニューは、贅沢に数種類の野菜を使ったナスのボローニャ風でしたよね」

「ああ。地元の野菜農家と契約して、新鮮な野菜を使ったな。特にトマトと、地元だけで受け継がれてきた伝統のナスが売りで、それをメニュー名にも取り入れる予定だったから、その二つがないと、ただ単にナスのボローニャ風もどきを出しても意味がないんだ」

「代わりに入っていた食材は何だったんですか？」

「ミニトマトとオクラだ」

　何でも、他の企業でほぼ出荷内容が似ているものがあったらしく、出荷の際に伝票をつけ間違えてしまった、とのことらしい。

　トマトとナスが、ミニトマトとオクラ――確かに、アレンジに手間取りそうだ。でも、

「……だったら……」

　樹里は、持ってきた荷物から例のカフェ巡りノートを取り出し、以前その食材を使用していたメニューを食べた時の感想をまとめたページをチェックする。そして、

「今日のメニュー提供時間は午後一時、実際はランチタイムのメニューになります。なら、ナスのボローニャ風を選ばないお客様を想定してメニューを考えてみます」

「ナスのボローニャ風を選ばない……？」

「はい。こういう風に考えてみます。このカフェではナスのボローニャ風が人気で、ランチメニューにもある。でも……トマトソースや挽肉の撥ねが気になって、好きだけど選べないお客様はどうするか」

　樹里はそう言って、すぐ傍の段ボール箱に入っているミニトマトとオクラ、そして数種類のフルーツを取り出すと、

「ミニトマトとオクラをオリーブオイルと少量のニンニクで和えた、パスタなんてどうでしょうか。それならソースが撥ねて服を汚す心配もない。ただしニンニクを少し使っていますので、匂いが気になる人もいると思います。なので、一緒にフルーツヨーグルトをセットにするとか。最近はレモンの人気が高くなってきているという市場データもありますので、パスタに添えてもいいかもしれません」

「パスタか……でもそれだけだと、ちょっと弱くないか？」

　樹里の提案に不安をぶつけるメンバーもいるものの、

「一人でカフェに入る女性層が何をオーダーする率が高いかを考えた時、一番手軽で頼みやすいのがパスタ料理だと考えます。これは、レモンのデータもそうですけど、これまで様々のカフェのランチタイム時のオーダーデータをまとめた資料をもとに、推測しました」

「そういうことか。それなら……」

「……ですが、それだけではさすがに、目玉メニューとしては弱すぎます。なので、パスタとは別に、ランチのサラダ用に利用予定のマリネと、そして、別のメニューでも使っているカッテージチーズを少量用意し、焼いたバゲットと一緒に提供して、ブルスケッタも作れるようにしてみてはどうでしょうか」

「……なるほど。それなら見た目だけでなく、食感も楽しめそうね。一回の食事で食べ比べもできていいかも。女の人って一つのものを多く食べるより、たくさんの種類を少しずつ食べたいって人が多い気がするわ」

　樹里の考えにいち早く賛同したのは、なんとさやかだった。

「はい。それらは、パスタを少し少なめに盛り、ブルスケッタも一口サイズにしてデザートと一緒に、ワンプレートで出します。カフェのコンセプトとして女性の利用をメインに考えていますから、その盛り付け方は重要だと思います」

　それに、炭水化物×炭水化物でも、一口サイズなら罪悪感も何となく少なくて済む。

「お皿に乗るいくつもの料理を、どれから食べようと考えるだけでも、ランチタイムが楽しくなりませんか――？」

　樹里は、皆の顔を見渡しながら尋ねる。すると、

「……俺はいいと思うよ。コンセプトにも沿ってるし、食材も無理なく使える。今日の反応次第で、定番に入れても問題ないかな。森島はどう思う？」

「私も賛成です」

　澪も、さやかも樹里の提案にすぐに賛同した。他のメンバーも異論はないようだった。

「……じゃあ、さっそく作り始めます。あの、外にいる谷中さんを呼んでもらってもいいですか？　彼女にも手伝ってほしいのですが」

「わかった」

　樹里は真弓を呼んでもらうと、先ほど自分が提案したメニューの調理を始める。

　他のメンバーは、じきに始まる受付への対応や会場の最終チェック等に向かい、澪とさやかもイベント進行の最終確認や調整、来客対応に向かった。

　そうしてそれぞれがそれぞれのやるべき仕事をした結果、イベントは滞りなく終了した。

　樹里の考案したメニューも好評で、そのままレギュラーメニューとしても採用されることになったのだった。

　カフェに関する大きなイベントはこれで全て終了し、あとはオープンまでの物理的な準備が整うのを待つのみ。

　事業開発室全体としても、会社としても、ホッと一息という所だろう。






「真田ちゃーん！　お疲れ！　もう、すごいじゃない！」

「谷中さん……いいえ、私は別に。谷中さんだって手伝ってくれたじゃないですか」

「私は真田ちゃんの調理助手になっただけよ。ね、今日のイベントが上手くいったから、これからみんなで打ち上げにいかないかって。真田ちゃんも行くでしょ？」

「……私は遠慮しておきます」

「ええ!?　何でよ、今日なんてむしろ、真田ちゃんが主役だよ!?」

「私、そういうの苦手ですし、それに……まだ有給消化中だから。プロジェクトからももう外れているし……」

「真田ちゃん……」

「私、ここで失礼しますね。皆さんにはよろしくお伝えください。谷中さん、明日から同じ庶務担当なので、よろしくお願いします」






　打ち上げに誘いに来た真弓にそう言って頭を下げると、樹里は歩き出す。

　――イベントが成功して、良かった。澪の力にもなれた。それはとても嬉しかったし、「大きなことを一つやり遂げた」という達成感もあった。

　何より、いろいろ考えて、実際に作ってみて、そしてそれを喜んで食べてくれた人たちがいた。それが何より樹里は嬉しかった。

　でも、樹里にはもう「次」はない。

　プロジェクトは自分が望んで外れ、そういう場から離れることを、自ら決めたのだから。

「……」

　ああ、やっぱり何だかいろいろと上手くいかない。

　樹里は大きなため息をつきながら、一人イベント会場を後にしたのだった。






　　　＊






　その日の夜。

　樹里は、会社の近くにあるいつものカフェにいた。イベント会場を皆より早く出てきたものの、素直に家に帰る気にはなれず、悩んだ末にここへと来てしまったのである。

　何かあると、なんだかんだ言っていつもここに来てしまう。きっと樹里にとって、このカフェは「お気に入り」以上の場所なのかもしれない。






　そんな店内は、平日の夜なのもあり、人気のカフェとはいえ客もまばらだった。

　樹里は窓側の、少し広めの席に座り飲み物だけ注文をする。

　店内に設置された大きなモニターには近くのスタジアムで行われているスポーツの国際大会の中継が流れていた。

　そういえば店内の客層、今日は比較的男性が多いような気がした。

　このカフェは夜間のみアルコールも提供している。

　きっと、スポーツバーに行くほどスポーツに対して熱量はないものの、何となく人が集まる場所で楽しみながら観戦したいという感覚なのだろう。

　残念ながら、樹里はスポーツにはあまり詳しくないし関心もない。

　なのでモニターではなく、カフェに備え付けの雑誌を適当に持ってきてそれに目を落とす。と、ページをめくっていて偶然見つけた記事に驚き手を止める。

　それは、注目の若手実業家特集のページ。何人か紹介されていて、その内の一人が澪だった。

　澪はここで働いていたので、もしかしたらオーナーが気を使って、わざわざ澪が取り上げられている雑誌を置くようにしているのかもしれない。

「……」

　樹里は、そこに写っている澪を見つめる。

　その記事には、先日の海外ニュース番組で紹介されていたのと同じような内容が書かれていた。そして、今後についての想いなども。

　そして、インタビューを受け笑顔で何か説明しているシーンを写したであろう写真も載っていた。

「……」

　樹里は、その澪の写真にそっと指で触れる。

　写真の澪は、とても活き活きとして見えた。楽しそうで、そして写真を介してなのに、仕事に対する熱意と言うか、パワーも感じる。

「……」

　――たくさん心配して、気遣ってくれていたのに。本当にたくさん酷いこと、しちゃった。

　樹里は、自分が澪に対してしたことを今更ながら悔やむ。

　今日のイベントに関しては、ああして電話をかけてきてはくれたけれど、やっぱりそれ以外のことは澪とは話せないまま。

　それに澪は、何故澪が樹里を事業開発室に引っ張ったのかを話したいと言っていたけれど――もうプロジェクトからも外れたわけだし、今さらそれを聞いたところで、何も変わらない。

　カフェオープンまでのイベントは全て終了したものの、だからといって澪が暇になるわけではない。

　だったら、忙しいままで樹里との話の機会も流れてしまえば、もう完全に。

　その方がきっと、澪のためにも良いはずだ。それに、樹里も気持ちを切り替えられる。

「……」

　そっと目を閉じると、瞼の裏側に急激な熱を感じる。

　樹里はきゅっと唇を噛みしめてその熱が冷めるのをやり過ごすも、大きなため息をつきながら再び雑誌の中の澪の写真を指でなぞった。






　と――その時。






「……そんな写真よりも、実物に触れたら？」

　そんな声とともに、樹里の正面の席に誰かが腰掛ける。そして、写真に触れていた樹里の指先をきゅっと掴み、樹里が写真で触れていた頬の部分へとその指を持っていく。澪だった。

「っ……澪さん!?　どうして……打ち上げに参加されてたんじゃ?!」

「俺がいたら皆楽しく飲めないだろ？　打ち上げってそういうもんだし、それに……樹里とは話さないといけないことがある。そうだろ？」

　澪はそう言うと、樹里の指先を掴んだまま、静かに話し始める。

「……」

　澪はそんな樹里を真っすぐに見つめているが、樹里はその視線に耐え切れず、思わず俯いてしまう。

「まずは、今日のこと……本当に助かったよ。ありがとう。でも、やっぱり俺が信じた通りの結果になった」

「……たまたまです」

「人生に、そんなに都合よく『たまたま』なんてないよ。ここぞという時に力を発揮できるのは、それだけの準備をしてきた人間だからこそだ。樹里にはその準備があった。それだけだ」

「私、そんな……」

　樹里は思わず顔をあげて澪にそう言うも、思わずその先の言葉を飲み込む。

　樹里を見ている澪の顔は、これまで樹里も見たこともないような穏やかで、そして優しい表情を浮かべていたからだ。

　雑誌やテレビで見る笑顔とは違う、もっと深く、そして温かい優しい顔。樹里の頬は見る見るうちに赤く染め上がる。

　澪はいつの間にか、指だけではなく、樹里の手ごと自分の大きな手で包み込むように触れていた。そして、

「……俺が、どうして樹里を事業開発室に引っ張ったのか。ちゃんと話すよ」

「澪さん……」

「前に少しだけ話したことがあったと思うけど……俺は今まで、誰かに言い寄られることはあっても、自分からはそうしたことがなかった。親父の後を継ぐことを目標に市場調査を自主的にしたり、仲間とテニスしたり……そっちの方が楽しくて、あまり恋愛対象として誰かに興味を持つってことがなかったんだ。もちろん、森島も含めて」

「……」

「でも、このカフェで働き始めてから……たった一人だけ、俺の方から興味を持てた人がいた。それが、樹里なんだ」

「！　わ、私……？」

　澪の話に、樹里は驚く。

　まだ澪の正体を知る前、このカフェの店員としての澪と樹里は、特別な接点はなかったはずだ。あくまでも「店員」と「客」。むしろ、澪の先輩店員との方が、関わりがあった。そう、提案したメニューが採用された時は特に。それなのに、それのどこで興味をもったのだろう？　樹里がそんなことを考えていると、

「あ、でも……最初から樹里に興味があったわけじゃなくて、最初はむしろ、『変わった子だな』と思ってた」

「か、変わった？」

「だって、普段は一人静かにカフェで過ごしているのに、メニューが採用された時には、ものすごい熱量で先輩と話しているし。それだけ熱が入っているなら、きっとそれからも色んなアピールをしてくるかと思いきや、その件が終わったら、まるで何事もなかったかのようにまた静かになって。熱い人なのかそうじゃないのか、めちゃくちゃ気になった。そこから、何となく樹里が来たら気にするようになった」

　澪はそう言ってその時のことを思い出したのか、苦笑いをしていた。

　そんな風に自分は見られていたのかと、樹里は急激に恥ずかしくなる。澪はそんな樹里の手をそっと撫でる。そして「でも」と口にすると、

「でも、見ているうちに分かったんだよな。樹里が本当にカフェのことが好きなんだって。いつもノートに何か書き込んでいて。時々店の『意見箱』に意見を入れてくれていただろう？　あの内容も、本当に的確だった。それに――」

「……」

「何より、その大好きなカフェで、食事をして過ごしている時の樹里の顔。すごく楽しそうで、可愛くて、見ているだけで何か俺まで元気になるというか――俺は市場調査のためにここで働いていたけれど、いつしか思うようになったんだ。ああ、この人を笑顔にできるようなカフェを作ってみたいって」

「澪さん……」

「だからこそ俺は、樹里が納得するような、樹里自身が好きと思えるようなカフェにしたいと思った。樹里のことは、実は少し調べさせてもらったんだ。だから、うちの会社に勤めているのは知っていた。知った時は驚いたけど、でもそれも運命だと思った」

「っ……」

「樹里には、カフェに対する並々ならぬ熱量と、今までいろいろなカフェを巡って蓄積してきた知識もある。それは他の誰にも負けない、素晴らしいものだと思う。俺が作りたいと思うカフェには、絶対に必要な力だと思った。だから、樹里を事業開発室に引っ張ったんだ」

　澪はそう言って、ひと呼吸おく。そして、

「きっと樹里は、自分から前に出て自ら行動していくことが苦手なんだろう？」

「は、はい……」

「事業開発室の業務は、そんな樹里には辛い面もあるかもしれないのは分かっていた。でも、俺が樹里をサポートするつもりでいたし、きっと樹里ならば、あの熱量と知識でそういう状況も変えていけるんじゃないか。本来樹里が持っている高いポテンシャルを活かせるんじゃないかって思ったんだ」

「……澪さん」

「俺の勘、よく当たるんだ。実際、樹里はすごくよくやってくれた。初日は戸惑っていたけれど、それ以降は仕事をしている樹里の顔、凄く楽しそうだったから」

「……」

　――そうだったんだ。自分では全然分からなかった。

　澪の言葉に、樹里は少しだけ驚く。

「だから、プロジェクトを外れたいって報告を受けた時は驚いた。必死で止めたけど、樹里の決意は固かったし――会社的には樹里の希望をのむしかなかった」

「……ごめんなさい」

「謝ることはない。でも、前も言ったけど、あれくらいの失敗は誰でもすることだから、全然気にしなくていい。実際に、リカバリーもできたわけだし、全く問題は」

「……違うんです」

「え？」

「……大きな失敗をしてしまったから、プロジェクトを外れたいって言ったわけじゃないんです。私……」

　樹里は、澪の言葉を遮りそう言うと、少しの間黙り込む。そして言うか言うまいか迷ったが、ここまでいろいろと話してくれた澪に隠し事をすることはできないと、意を決して、自分の心の内を話しだす。

「確かに失敗したことには落ち込みました。でもそれだけじゃなくて……自分自身に対して情けなくて……」

「情けない？」

「あの時はまだ、自分がどうして事業開発室に引っ張られたのか、澪さんがどうして私に目をかけてくれたのか分からないまま、働いていました。それでも、徐々に仕事を覚え、それに澪さんとも、プライベートで会うようになって、すごく楽しかった」

「……」

「……これまでの私は、カフェ巡り以外に何か夢中になるものがありませんでした。仕事もそうです。カフェに何かしら携わる仕事がしたいと、裏方として会社でも働いていましたが、特に何のスペシャリストでもなく、かといってゼネラリストとして誇れるほどいろいろなことができるわけでもない。でもそんな私が、澪さんと仕事をするようになって、仕事を楽しいと思えるようになったんです」

「……」

「いつの間にか、自分は仕事ができるんじゃないか、なんて、もしかしたら調子に乗っていたのかもしれません。実際、最初は皆も憧れているさやかさんの仕事ぶりを近くで見て、純粋に素敵だと思うだけでした。でも仕事を覚えていく内に、自分ももしかしたらああなれるんじゃないかって、勝手に勘違いして……」

「樹里……」

「いつしか私、ことあるごとに、さやかさんと自分と比べるようになっていました。……敵うはずなんてないのに。比べてみては、自分の無力さに落ち込んで。そんな時に、あのミスがありました。余計なことを考えていてミスをした上に、しかもそのミスをさやかさんと澪さんにカバーしてもらって……あの時、『あなたに今できることは何もない』って言われて、私、やっと目が覚めたんです。だから……」

「だから、全てを投げ捨てて逃げようと？」

「……はい」

「そっか」

　樹里の話を聞き、ようやく澪は全ての事情が把握できたようだった。

　そして少しの間考えこみ、やがて、

「確かにあの時は、樹里にできることはなかったかもしれない。でも、今回のイベントでは、逆に樹里にしかできなかった。違うか？」

「そ、それは……」

「確かに森島は昔から仕事もできるし頭も切れる。でもあいつだって完璧じゃないし、いや、俺もそうだけど、それに誰でも気が付けば誰かと比べてしまうことなんて、あると思う。森島だって、今回自分は何もできなかった、って思っているかもしれないだろ」

「……」

「俺は、勿体ないと思う。樹里の持っているポテンシャルを活かせるのは、絶対に事業開発室の仕事だと思うし……それに」

　俺にはそんな樹里の力が必要なんだ、と呟いた。

　真直ぐで、強い光の灯った瞳。見つめているだけで、吸い込まれそうになる。

「……でも……」

　それでも樹里がまだ後ろ向きな言葉を口にしようとすると、

「だったら……樹里がまたプロジェクトに戻りたいって思えるまで、ただ俺と一緒にいるだけでもいい。それはだめかな」

「澪さん……」

　――意図的に連絡を絶ち、ずっと避けるようにしていたのに。

　そんな樹里をまだ、恋人としてみてくれようとしているのかと、樹里は驚く。

「あんなことしたのに……呆れたり、嫌いになったりしないんですか？」

「あんなことって？　連絡が取れなかったこと？」

「……」

「……あのさ。それくらいで嫌いになるほど、俺、樹里と半端な気持ちで付き合おうとしてないんだけど」

「澪さん……」

「樹里にはきっと何か事情があったんだって思っていたし、だからこそ一度ちゃんと話をしたいなって思っていた。だから最初は焦って何度も樹里に連絡し続けたけど、そうすることでかえって樹里を追い詰めてしまったんじゃないかって気づいて……それで一旦、連絡を止めたんだ。でもそれでさらに樹里を誤解させてしまったのなら、俺、本当に最低だな」

「そんな！　澪さんは悪くないです！　私……私が勝手にいろいろと考えて……。何もかも投げ出して、そんな自分は澪さんの隣りにいる資格もないって、そう思い込んで……」

「俺の隣りにいる資格って、何？　俺、そんな資格を樹里に求めるほど、立派な人間じゃないよ」

「澪さん……」

「なんせ、樹里がそうやって悩んでいるのに、すぐにちゃんと話を聞いてあげることができなかった。それに、俺のことで樹里が不安に思うのは、樹里の中に『揺るがない安心』がなかったからっていうのもあるだろ？　ダメだよな、俺も」

「……」

「キスしたり、出かけたりはしていたけど、あくまで「そこまで」だったから――もちろん俺は、そうするからにはそのつもりだったし、樹里もそうだったとは思うけど、ハッキリと口に出して大切なことを伝えてなかった。順番がちょっと逆だったかな」

　澪が、小さく笑いながらそう言う。そして表情を改めると、

「……さっきも言ったけど、俺がまだここで働いている時から、俺はずっと樹里が気になっていたよ。それに一緒に仕事をするようになってからは、楽しそうに働く樹里がすごく輝いて見えて、そして惹かれた。だから何とか理由をつけて、仕事以外でも逢いたいと思ったし、キスもした。これからも、仕事でももちろんだけど、それ以外でもずっと、傍にいて欲しいと思っている。俺は樹里が好きだから」

　と、素直な気持ちを、改めてストレートに樹里に伝える。

「っ……」

　はっきりと「好きだ」という言葉を聞き、樹里の胸が激しく鼓動する。

　確かに、キスはしたけどそれ以外は何となく、ふんわりとしていた関係だった。なので、こうしてハッキリと言葉に出して思いを告げられると、心が揺さぶられる。

　自分に自信がなくて、他人と勝手に比べて落ち込んで、逃げ出して。それでも澪は、そんな樹里の良いところを探し出して、もう一度頑張れと鼓舞してくれる。

　もしも今すぐそれができなくても、一緒にいながら準備をしていけば良いと。そう言って。

　それに、キャパオーバーして一方的に連絡を絶ち、ずっと避けていても、そんな子供っぽい部分さえも理解して包み込んでくれる。

　そんな相手に、樹里はこれまで出会ったことがない。だからこそ――樹里も「自ら」この人と一緒にいたいと感じた。

　樹里のこの後ろ向きに物事を考える性格がすぐに変わるとは思えないけれど、でももしかしたら変えていけるかもしれない。いろいろ頑張ることができるかもしれない――そんなことも思う。

「……私、いろいろ物足りないものばかりだけど……それでもいいんですか」

「物足りないなんて思ったことないよ。それに、何度も言って来たけど、俺が……樹里がいいと思っている。だから樹里さえ良ければ、後は何の問題もない」

　澪は力強い口調でそう言うと、一旦樹里から手を離す。そして改めてそっと、樹里の手に触れた。

　樹里はその手を少しの間見つめるも――自らもそっと触れ返す。そして最初は澪の指先を一本だけ軽く掴む。しかしそのうち、それを二本、三本と増やし、やがて澪と完全に指を絡ませて手を握るようにした。

　それが、樹里の答えだった。澪にもそれは伝わった様で、絡め合っている指の力を強め、樹里の手を自分のもとへと引き寄せる。

　二人は目線を合わせ、笑みを交わす。お互いに思っていたことを明かすことで、初めて本音で向き合えたような気がしていた。そして、改めてここからスタートしたような気も。

「……場所、変えないか」

　と、樹里の手を引き寄せたまま、澪がそう口にした。

　このカフェでは、まばらとはいえど他に客もいる。澪を知っている店員もいるので、少なからず何をしても注目はされてしまう。

　きっとここから先、もしも話をするならばもっと込み入った話。それに――

「……」

　何となくだけれど、澪がこれから何をしたいと思っているかが、絡め合う指先から伝わってきたような気がしていた。

　それには正直言うと少し戸惑ったが、思いは同じ――樹里はその問いに素直にうなずく。

　澪は、そんな樹里の指先にそっと口づけをした。そして、そのまま樹里をカフェの外へと連れ出し――近くでタクシーを拾うと、そのまま夜の街を移動した。
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　澪が樹里を連れてやってきたのは、カフェから十五分ほど離れたところにあるホテルだった。

　仕事でもよくレストランや会議室なども利用しているところで、プライベートでもたまに一人で利用しているらしい。

　チェックインを済ませやってきたのは、ホテルの最上階にあるスイートルームだった。

　最上階にある部屋は、このスイートルームのみ。樹里と澪しか、この階にはいないことになる。

「あの……私まで一緒で、大丈夫ですか？　予約、澪さん一人だったんじゃ……」

　予約していない人物が、宿泊者と一緒にホテルの部屋に入るなんて大丈夫なのか。もしやスイートルームはそういうのに制限がないとか？

　シティホテル程度しか普段利用しない樹里にとっては気になることばかりだったが、

「予約内容を変更したから問題ない」

　澪はサラリとそう言うと、着ていたスーツの上着をソファの背へと投げおき、ネクタイを緩めている。

　――わ、わ。

　澪にしてみれば、きっちりと絞めていた首元をただ単に緩めただけなのかもしれないけれど、異性のそう言う仕草を見慣れない樹里にとって、それはとても刺激的であり妙に官能的で――思わず目を反らす。

「……」

　そんな樹里に気付いた澪が樹里に何か声をかけようとしていたが、

「あ、や、夜景、綺麗に見えそうですね、ここ……」
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　樹里はそれから逃れるかのように、笑顔を繕って窓際へと駆けよる。そして壁のほとんどの面積を占めている大きなガラス窓の外、眼下に広がる光に彩られた夜景に意識を向けようとするも、

「……夜景はいつでも見られるから」

　すぐに澪に、気持ちごと引き戻されてしまった。気が付けば抱きしめられている。

「っ……あの、澪さん……？」

「何？」

「そ、その……私……」

　――今までちゃんと誰かと付き合ったことがないので、こういうの、慣れてなくて。

　恋愛慣れしているということは、きっと「そちら」の方も。そんな澪に、二十五にもなってこんなことを言うのか、と思われるかもしれないとは思いつつ、それなりに気持ちは決めていてもどうしても緊張してしまう澪は、少し震えた声でそう呟く。

　すると澪は、

「そんなこと気にしなくていいよ。知らないなら俺が教えるから」

「お、教……や、でも、そんな……」

「それに……知らない方が、嬉しいし」

　澪は耳元に唇をつけ、そんなことを囁いた。

「っ……」

　樹里の胸がドクン、と大きく鼓動した。そしてその言葉に反応するかのように、顔が、いや耳まで一瞬で赤く染まってしまう。

「……可愛いな、樹里は」

「か、からかわないでください……本当に私」

　いつのまにか引き込まれていた澪のペースに戸惑う樹里だったが、澪にはそんな姿さえも愛おしく映るのだろう。

　澪は樹里を抱きしめる腕の力を強めつつも、何だか少し楽しそうな表情をしていた。

　しかしその内、澪がフッと表情を改めながら、少しだけ樹里から身体を離す。そして、片腕では樹里を抱いたまま、

「……いい？」

　と、もう片方の手でそっと樹里の頬を触れながら尋ねる。

　さすがにこの状況で、その言葉の意味が分からない樹里ではなかった。

　一瞬だけ躊躇するも、それでも「はい」と答える。

　自分ではしっかりと返したつもりだったけれど、思った以上に震えた声に聞こえた。

「……わかった」

　澪は、そんな樹里に一言だけそう返す。そして――そのまま樹里に唇を重ね、改めて強く、樹里の身体を抱きしめた。

　二人は、ゆっくりと何度か唇を重ねた。そしてその後ベッドルームに移動すると、お互いの心も強く感じ合うかのように、身体を重ねたのだった。
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　――それから数時間後。

　程よい気だるさを感じつつ目覚めた樹里は、澪とよく話し合い、庶務担当ではなく再びプロジェクトの一員として仕事を頑張ってみることにした。

　上司には澪から話をするということなので、それまでの間、つまり樹里はもう一日だけ休暇を延長と言う形になる。

「……澪さんには、また迷惑かけちゃいますね」

　澪の胸元に身を寄せながら樹里がぽつんとそう口にするも、

「こういうのは迷惑って言わないから。それより、樹里が思い直してくれて俺は嬉しい。このプロジェクトに、樹里は欠かせない」

　そんな樹里の額にそっとキスをしながら、澪がそう返す。

「……まだまだ力不足なのは仕方ないけれど、澪さんが私を信じてくれたから……それに、やっぱり私はカフェが大好きだから、それに携わる仕事を、もっとたくさんしてみたいと思いました」

　その楽しさを、せっかく教えてもらったから。裏方としてではなく、プロジェクトメンバーとして、直接。

　様々なことがハッキリとして、樹里が胸や頭に抱えていた靄は少しずつ晴れていた。

　正直、力不足感はあるし経験も足りない。もちろん、今の樹里では、社会人としての様々なスキルもさやかの足元にも及ばない。

　でも、こうして澪が樹里を支えてくれるのなら、頑張れる気がしたのだ。

「私……いつか、澪さんをしっかり支えられるような存在になりたいです」

「今でも十分支えていると思うけど。でも今以上に支えてくれるなら……俺も嬉しいな」

　でもそれができたと思う時は――二人で次の段階に進む時だろうな。澪はそう言って樹里の身体にそっと腕を回す。

「次の段階？」

「そう、次の段階。きっと、その時になれば樹里にもわかるよ」

「……そう、なんですね」

　その時っていつだろう、と樹里は少し考えるも、きっとそれは澪が言うように「その時」になればきっと樹里自身が気付くのだろう。

　なので無理に考えないことにした。






　こうして樹里は、翌日には庶務担当ではなく再びプロジェクトの一員としてカフェオープンに携わることとなり――その一月後、無事に新しいカフェは無事オープン。プロジェクトも無事成功したのである。

















エピローグ












　樹里がプロジェクトに復帰し、無事にカフェがオープンしてから、一年後。

　あれから、すでに二つの新規カフェの立ち上げと、現在進行形で二つのカフェオープンに携わっている樹里は、各プロジェクトの中でも重要なポジションを任されるようになっていた。

　そんな樹里は、一年前に比べ資料作成の腕も上がり、そして仕事に自信を持つようになってからは、不思議とその佇まいも変化したようだ。

　一年前に樹里がさやかに憧れていたように――とはいっても、さやかほどではないけれど、プロジェクトに新しく参加してくる若手社員の中には、樹里を目標にしたいと言っている者もいるらしい。それに加え、

「真田ちゃん、そういえば最近はどうなの？」

「どうって……仕事ですか？　そうですね、まあまあ順調に……」

「そうじゃなくって。ロミオ様のことよ。最近海外出張も多いし、どうなのかなって」

「あ、ああ……はい、その、そちらは問題なく……」

「あらあら、羨ましい限りね」

　――樹里は、一年前のあの有給休暇明けに、イベントの時の礼を言うのと同時に真弓には、澪とのことを打ち明けていたのだった。当然真弓はとても驚いていたものの、

「仕事で行動する機会も多いし、何だか仲が良さそうだなとは思っていたけど……まさか本当に付き合っていたなんてねえ。やるじゃない、真田ちゃんも」

「や、谷中さんたら」

「まあそれはともかく……そう、でもそれなら、あのイベントの時にＣＥＯが、当日急遽手伝いに入っただけの私に、わざわざ声をかけて真田ちゃんに連絡を取らせた理由もわかる」

　真弓はそう言いながら、一人納得している。

　やはりあの時、澪はわざと真弓を選んで、樹里に電話をかけさせたのだ。樹里は澪からの電話は拒否していたし、会社用の携帯ならともかく、プライベートのスマホの番号を知っている人物など、数は知れている。誰に頼むか、と考えた時、真っ先に浮かんだのがきっと真弓だった。結局、澪の勘は的中し、真弓経由で、樹里と澪はあの時話をすることができたのだが。






「で？　真田ちゃん、今日の飲み会は参加するの？　いろいろ聞きたいなあ、その辺のこと」

「あー……ごめんなさい。私今日はちょっと都合が悪くて。欠席なんです」

「ええ～!?　せっかく真田ちゃんと色んな話ができると思ったのに～」

　実は今夜、終了したプロジェクトの打ち上げが予定されているのだが、樹里は都合が悪いので欠席するのだ。その席でいろいろ聞きたかったらしい真弓は、大袈裟にそれを残念がるも、

「もう、そのうちちゃんと時間作って、話そうね。約束よ？」

「ええ。覚悟しておきます」

　一体何をどのくらい聞かれるのだろう――考えると思わず苦笑いしてしまうが、樹里と真弓はそんな約束をして交わすのだった。










　――そして、その二時間後。

「……で？　打ち上げに参加せず、カフェで過ごすのが大切な用事、と」

「もう、そんな意地の悪い言い方しないで。カフェで過ごすのが、じゃなくて澪さんと過ごすのが大切なの。澪さんと一緒に過ごすのは、私にとってはとても大切な『用事』よ」

　打ち上げを欠席した樹里が向かったのは、会社近くのいつものカフェだった。そこにはすでに、数日間の国内出張から戻ってきたばかりの澪が待っている。

　戻る時間が時間なので、今日は直帰の予定だったらしい。それならば、と、二人はいつもの場所で、樹里が定時で退社するのを待ち、一週間ぶりに会うことにしたのだった。

　お互いの想いを口にし、理解して付き合い始めてから一年。今では樹里も、澪と二人でいる時は敬語ではなく、フランクに話せるようになっていた。ただ相変わらず呼びかたは「澪さん」なので、その部分だけは澪が不満そうにしているのだが。

「それより、澪さんこそ打ち上げに参加しなくて良かったの？　出張に行く前、何度も声をかけられていたじゃない……『ロミオ様』に憧れている女子社員、いまも結構多いし、きっと喜ばれたんじゃないかなあ」

　そんな樹里は、先ほど少し意地悪をされたので、今度は逆に澪をからかう。

　そう、社内の女子に密かに「ロミオ様」と呼ばれている澪の人気は依然として顕在している。それに――未だ秘書課の中には、さやかと澪をくっつけたいと考えている人もいるようだけれど、さやか自身が否定しているようだ。自分と澪はあくまで上司と部下であり、プライベートでは学生時代からの友人であるだけだ、と。

　その噂を聞いた時、樹里は正直驚いた。樹里は以前、さやかに「澪が好きだ。振り向かせてみせる」と宣言されていたからだ。でも、あのイベントの後、樹里が再びプロジェクトに復帰して以降、さやかはそのことを口にすることもなく、澪に対してモーションをかけることもなかったようだ。

「……さやかさん、まだ澪さんのことが好きなんじゃないの？」

　どうしても気になり、樹里は澪にそう気持ちをぶつけてみたこともあった。が、

「以前はそうだったと思うけど、今はもう違うと思うな」

「でも……」

「なんていうか、分かるんだよ。そういうの。相手が自分のことをどう思っているかって。確かに少し前まではそういうのも感じなくはなかったけれど、今は全くない。以前みたいに誘っても来なくなったしな」

「……どうしたんだろう、さやかさん」

「あいつも俺と同じで勘がいいから。気付いたんじゃないか？　俺が誰を好きで、そこに自分が入り込む余地が全くないって」

「……」

　澪の言葉に、樹里は複雑な思いに駆られる。ただ、もしも本当にそうだったのだとしたら――さやかは引き際も鮮やかで、そして失恋したことを誰にも悟らせることなく、何事もなかったかのように装っているということだ。学生時代からずっと好きで、一緒にいたいがために同じ会社にも入って、秘書として傍にいて。そんな相手に失恋するなんて、本当はとても辛いはずなのに。

「さやかさんは、やっぱりすごいな。本当に憧れる」

　樹里はかつての恋敵に対し、複雑ながらも憧れの感情を口にする。澪はそんな樹里を、思わず苦笑いしながら見つめるのだった。

　――と、樹里がそんな出来事を会話の最中に思い出していると、

「飲み会には参加しない。前にも言っただろ？　ＣＥＯが飲み会に参加なんてしたら、皆が気を遣うって。俺が出ない方が、皆も楽しい」

　澪が先ほどの樹里の言葉に、そんな風に返してくる。

「ふふ……澪さん、全然変わらない。一年前と同じこと言ってる」

　樹里は笑顔でそう言うと、メニュー表を見ながら何を頼もうかとあれこれ考える。

　ふと視線を感じメニューから顔をあげると、そんな樹里を澪が柔らかな表情でじっと見つめていた。

「な、なに？　じっと見て……私の顔に、何かついてる？」

「ん？　いや……俺は変わらないけど、樹里は変わったなあと思って」

　澪は感慨深そうにそう呟く。

「樹里は、この一年間本当によく頑張ったなって思って……改めて今、そう思ったんだ」

「……それは。澪さんが傍にいて、私を支えてくれていたから」

「それだけじゃないよ、それ以上に、樹里が頑張ったからさ」

「澪さん……」

「だから頑張る樹里を見て、俺も頑張らないとって、いつも思っていたよ」

「澪さんだって、この一年すごく活躍していたわ。海外の大手マーケティングリサーチ会社との提携も決めて、業務の幅がすごく広がった。会社としては大躍進よ」

　樹里はそう言って、澪をじっと見つめる。

　そう、澪は自分のことを「全然変わっていない」と言っていたが、樹里がこの一年仕事に邁進したのと同じように、澪もこれまで以上に精力的に活動していたのだ。

　国内だけでなく、海外の会社とも提携を結び、海外の流行をいち早く取り入れたカフェなどの経営もできるように環境を整えた。

　それに伴い、海外へ出張する機会も多く、そのためになかなか二人で会う時間をつくることができなくなってしまったのも事実だ。しかし、それゆえに二人は会える時間を大切にしていたし、海外出張中もＷＥＢツールを使って、毎日少しの時間でも、顔を見て話をするようにしていた。

　そうこの一年、お互い仕事は精力的に。そして恋愛はゆっくりだけれど確実に向き合ってきたのだ。










「……なあ、樹里」

　と。澪がふっと表情を改めて、樹里の名を呼ぶ。

「何？　澪さん」

「一年前に俺が言ったこと、覚えてる？」

「一年前……あの夜のこと？　もちろん」

　樹里はそう答え、少し記憶をさかのぼる。

　一年前の夜、それは二人が初めて結ばれた日の夜の事だろう。

　その時澪は、「二人で次の段階に進む時」のことを話していた。

　お互いが十分支えあることができるようになったら、二人で次の段階へ――あの時、樹里はそれがどういう意味なのか分からなかったのだけれど、今ならすこしだけ、分かる気がしていた。

　でもそれがもしも樹里の思う通りなのだとしたら、それは――

「それは――二人が支え合うだけでなく、もっとそばにいたい。ともに生きていたいと思う時」

　樹里がそう呟くと、澪は「ああ、そうだ」と答えた。その答えに、樹里はカアッと頬を赤らめる。

　澪はそんな樹里の、無防備にテーブルに置かれている手にそっと触れる。そして、

「……確かにお互い忙しいし、特に俺は海外出張に出ることも多い。それでも、少しでも一緒にいられるなら、その時間を大切にしたいと思う」

「澪さん……」

「なあ。……そろそろ一緒に、住まないか？　もちろん、結婚の準備も含めて。半年後にはカフェプロジェクトもだいぶ落ち着いてくる。そうしたら、俺と結婚してほしい」

　そう言って、樹里の顔を真っすぐに見つめる。

　強く、そして何の迷いもない澄んだ瞳。その瞳を前に、考えるまでもなかった。

「……はい。私も澪さんと一緒に、ずっと生きていたい」

　樹里のよどみのない答えに、澪は表情を明るくして柔かな表情で微笑む。樹里もその表情に答えるかのように微笑んだ。

　そして、

「……じゃあ、食事をしたら行くか」

「え？　行くってどこへ？」

「まずは、指輪を買いに。そして、部屋探しに」

　指輪も部屋も、樹里の希望を叶えたいから――そう語る澪の言葉に、樹里は「出張帰りで疲れてないの？」と少々おかしくなるも、

「でも私、指輪とかよく分からないし、不動産もよくわからないよ？」

「とりあえずいろいろ見てみて、樹里が気に入ったのにすればいい。俺は樹里が気に入るならどんなものでも」

「わあ、それは責任重大ね、でも、いろいろ見るのは楽しそう。私も澪さんが気に入るなら、それでいいなあ」

「それじゃあいつまでたっても決まらないだろ。それは困る」

　これから新たに始まる忙しい日々――二人で進むことになった次の段階に起こる様々な出来事を考えると、胸が躍って仕方がない樹里であった。
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